
市の花
（すずらん）

市の鳥
（うぐいす）

市の木
（ひのき）

内
　
容

2・3……インフルエンザ、平城遷都1300年祭イベント
4～8……平成21年度　選奨受章者の紹介
9……人権コーナー
10～13……議会だより
14・15……平成21年度　宇陀市上半期予算執行状況
16・17……市職員の給与や職員数など人事行政の運営状況

18・19……まちのわだい
20・21……保健センター情報・子育て支援コーナー　　
22……病院コーナー
23～25……相談・募集のコーナー
26～33……おしらせのコーナー
34……宇陀市歌「うるわしの里　宇陀のまち」が完成

●宇陀市防災総合訓練のようす（10月25日実施）
［参加機関］宇陀広域消防組合、市消防団、宇陀警察
署、県建築業協会宇陀支部、（社）日本簡易ガス協会
奈良県防災会、宇陀市立病院、自主防災組織（下
井足自治会）、県農業協同組合、NPO法人コメリ災
害対策センター、市女性の会、市赤十字奉仕団
（関連記事は、まちのわだい18ページに掲載しています。）
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◎上記の医療機関で新型インフルエンザワクチンの接種が可能です。ただし、優先順位やワクチンの
入荷等の都合がありますので、必ず事前に電話で確認をして、予約をしてください。

インフルエンザワクチンは、インフルエンザにかかり症状が重くなったり、亡くなったりするのを
防ぐのに一定の効果が認められています。ただし、万能の解決策ではありません。また、その生産量
は世界的に見ても限られています。
今回の新型インフルエンザは、感染力は強いのですが、多くの患者さんは軽症のまま回復していま

すし、治療薬（タミフル・リレンザ）が有効です。ただし、基礎疾患（糖尿病、ぜん息など）のある
人や妊婦さんは重症化する可能性があり、注意が必要です。以上の理由により、国で優先接種者（下
記の分類表）を決めて、順次接種をしていくことになりました。
優先接種対象者（どの分類にあてはまるかを下記の表で確認）の方は、自分の予約開

始日が来ましたら、かかりつけの医療機関へ予約の電話を入れてください。（予約開始日
は、県で決定になりましたら、市のホームページ・宇陀市自主放送でお知らせします。）

分　　　類　（優先接種者） 予約開始日 接種開始日 申し込みの方法等 

入 院中の妊婦及び基礎疾患を
有する人  

受 付 中 接 種 中 入 院 医 療 機 関 に
申し込み 

通院中の妊婦及び1歳から小学校3年
生までの基礎疾患を有する人 

接 種 中 

通院中の基礎疾患を有する人 
受 付 中 

12月上旬 

か か り つ け 医 療
機関に申し込み  

1歳から小学生3年生 11月中旬 12月中旬 

1歳未満児の保護者 11月下旬 1月上旬 

小学校高学年 11月下旬 未　定 

中学生・高校生・65歳以上高齢者 12月下旬 未　定 

詳細なスケジュール
が決まっていない部
分については、決定
次第、順次お知らせ
いたします。 

1 
 
2

3

4

5

6

7

順位 

■新型インフルエンザワクチン接種の助成について
優先接種対象者で、なおかつ生活保護受給世帯や市町村民

税非課税世帯の方については、接種費用の助成制度がありま
す。医療機関で予約が取れた方は、印かんを持参の上、市役
所健康増進課か大宇陀保健センターまたは、ぬく森の郷で申
請手続きをしてください。（詳しくは、下記にご相談ください。）
※宇陀市外の医療機関で接種をされる優先接種対象者で、な
おかつ生活保護受給世帯や市町村民税非課税世帯の方は、一
旦医療機関の窓口で接種費用を支払い、領収書と印かん・振
込口座がわかるものを持参の上、健康増進課で還付手続きを
してください。減免額は全額免除となります。

Y健康増進課（182‐3692／IP188‐9087）
大宇陀保健センター（183‐2255／IP188‐9113）
室生福祉保健交流センター（192‐5220／IP188‐9175）

■接種費用について
接種費用は実費を徴収させていただ

きます。2回接種の場合、全国一律で1
回目3,600円、2回目2,550円（1回目
と異なる医療機関で接種する場合は
3,600円）となります。

◎新型インフルエンザの最新情報につ
いては、市のホームページや宇陀市自
主放送で、できる限りの情報を提供い
たします。

★新型インフルエンザ相談センター★
新型インフルエンザの感染予防など
についての一般相談等。
10742‐27‐8658（午前9時～午後9時）
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砥取（室生区）「福丸・燈火会」

Y宇陀市平城遷都1300年祭実行委員会（商工観光課内／182‐2457／IP188‐9081）

2010年1月1日、奈良県内4会場で
「平城遷都1300年開幕祭」が行われます。

私たちの故郷「宇陀市」では、
「青龍」の会場としてその幕を開かします。

100年に一度の
世紀の祭典

一年の感謝と新年の幸せを願う大晦日の行事、
棚田の福丸が燃え上がる光景は圧巻…
今年は遷都祭を記念してパワーアップ！必見

［12月31日　午後10時～］

○かぎろひを観る会（大宇陀区）
［平成22年1月1日　午前4時～7時］

＊火おこし式
＊葦笛と人麿の万葉浪漫（葦笛コンサート）
＊万葉講話、地域のふるまい

○宇太水分神社（菟田野区）
［平成22年1月1日　午前7時～9時］

＊新春初詣の集い
＊新春祝いの雅楽
＊破魔矢の進呈600名様

青
龍

＊全堂宇のライトアップと仏像の特別公開！
＊創建以来初めての五重塔初層の開扉、

秘仏「五智如来」の公開！

★ステージイベント（午後11時～午前1時）
＊獅子舞（室生神楽保存会）
＊ゆく年「葦笛」コンサート
＊カウントダウンセレモニー
＊室生龍穴太鼓「龍神」
＊新春「オカリナコンサート」

かぎろひ ひ
む
が
し
の
野
に

か
ぎ
ろ
ひ
の

立
つ
み
え
て

か
へ
り
み
す
れ
ば

月
か
た
ぶ
き
ぬ

柿
本
人
麿

※各会場では、地域のふるまい「せんと鍋」
が用意されています。お楽しみに！！

○室生寺　［12月31日　午後10時～午前2時］

○墨坂神社［平成22年1月1日　午前3時～5時］
＊新春初詣の集い

○鳥見山新春ご来光まつり　
［平成22年1月1日　午前5時～8時］

＊オカリナの音と朝明け（オカリナコンサート）

ご来光

女
人
高
野

室
生
寺



選奨特集

平成21年度宇陀市選奨式において、栄えあ
る宇陀市選奨を受章されました16名の皆様、
誠におめでとうございます。
選奨をお受けになられました皆様方は、長

年にわたりそれぞれの分野で、宇陀市の発展
に多大のご貢献をされた方々で、その献身的
なご尽力、ご功績に対し、深く敬意を表しま
すとともに心から感謝を申し上げます。
この選奨式は、選奨審査委員会からの答申

を経て、市勢発展のためにご貢献された方々
を表彰するとともに、今日の宇陀市の基盤を
築かれた先人に対する感謝と、その尊い精神
に思いを馳せ、現在を生きる我々の役割と、
宇陀市の将来について考えるところに深い意
義があります。そしてこれを次の世代が受け
継いでいくこと、ここにまちづくりの原点が
あるように思います。このように選奨の意義
を再認識させていただくために、今回は、小
学生には将来に描いている夢についての作文
発表、中学生には日頃の学校生活と生活体験
を吹奏楽の演奏という形で発表していただき

ました。
宇陀市は、旧町村のそれぞれの発展を礎に

誕生したまちであり、今日までのまちの発展
や道のりは、今回選奨をお受けになられた皆
様並びに先人たちの英知と努力によって培わ
れたものであります。
私たちは、これを受け継ぎ、宇陀市発展の

ためにより力を尽くさなければならないと、
思いを新たにしているところであります。
わが国の社会情勢は、少子・高齢社会、経

済・社会構造の変化など、非常に厳しい状況
下にあります。地方自治体も、地方分権、行
政ニーズの多様化、効率的な行財政運営が強
く求められております。私たちは、この厳し
い状況に対応し、宇陀市の個性や独自性を生
かし、希望に満ちた豊かなまちづくりを進め
ていかなければなりません。
現在の宇陀市を築きあげられた方々に感謝

をし、次の世代を担う子どもたちの心を大切
にしながら、これからのまちづくりにまい進
してまいりますので、皆様方の一層のお力添
えを賜りますようお願い申し上げます。
終わりになりましたが、このたび選奨をお受

けになられた皆様方が、今後とも市民の鑑とし
て、また良き指導者として、市勢の一層の飛
躍・伸展のために、ご活躍いただくとともに、
皆さま方のご健康とご多幸を心からお祈り申し
上げまして、ごあいさつといたします。

◆ 選 奨 式 あ い さ つ ◆

11月3日、市文化会館で「平成21年度宇陀
市選奨式」が行われました。
今回の選奨に当たっては、9月9日に宇陀市

選奨審査委員会の審査を経て、次の各分野か
ら16名の方々が選ばれました。
式典には、来賓として玉岡武市議会議長、

田中惟允県議会議員、各地域自治区の連合自
治会長をお迎えし、前田禎郎市長から受章者
の方々に選奨状と選奨牌が贈呈された後、市
長が「あいさつ」を述べ、玉岡市議会議長、
田中県議会議員から「お祝いのことば」があ
りました。
続いて、受章者を代表して、向出公三さん

から「受章のことば」を述べられました。
また、記念行事として「宇陀市の将来を担

う小学生の作文」の発表と室生中学校吹奏楽
部による演奏が行われました。
その後、10月に完成した市の歌「うるわし

の里宇陀のまち」が、作詞・作曲をしていた
だいた東祥高さんと市民の皆さんによるコー
ラスにより
披露されま
した。

Y総務課（182‐1302／IP188‐9068）

宇陀市長
前田禎郎
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福
井

男

氏

（
室
生
区
染
田
）

氏
は
、
平
成
13
年
３
月
か
ら
７

年
３
カ
月
間
、
桜
井
宇
陀
人
権
擁

護
委
員
を
務
め
ら
れ
、
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
、
人
権
擁
護
の
確
立

と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽
力

さ
れ
、
平
成
20
年
に
法
務
大
臣
表

彰
、
近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
51
年
５
月
か
ら
20

年
１
月
カ
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

室
生
村
商
工
会
理
事
を
務
め
ら

れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域

振
興
、
商
工
会
の
組
織
運
営
に
尽

力
さ
れ
、
平
成
６
年
に
奈
良
県
商

工
会
長
表
彰
、
平
成
７
年
に
全
国

商
工
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
ほ
か
、
平
成
９
年
４
月
に

室
生
村
区
長
会
会
長
を
務
め
ら
れ

道
路
網
整
備
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

﹇
教
育
の
振
興
﹈

向
出
公
三

氏
　

(

榛
原
区
福
地)

氏
は
、
平
成
12
年
12
月
か
ら
旧

榛
原
町
教
育
委
員
会
委
員
に
就
任

さ
れ
、
合
併
後
の
平
成
18
年
３
月

か
ら
宇
陀
市
教
育
委
員
会
委
員
長

に
就
任
し
そ
の
重
責
を
果
た
さ

れ
、
さ
ら
に
平
成
19
年
４
月
か
ら

２
年
間
、
教
育
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
間
、
40
年
間
の
永
き
に
わ

た
る
教
職
員
と
し
て
の
卓
越
し
た

識
見
と
豊
富
な
経
験
の
も
と
、
合

併
時
に
お
け
る
市
の
教
育
事
務
事

業
の
整
備
を
図
ら
れ
た
ほ
か
、
大

宇
陀
区
に
お
け
る
小
学
校
の
再
編

整
備
な
ど
、
教
育
環
境
の
向
上
、

生
涯
教
育
の
必
要
性
や
高
齢
者
教

育
、
家
庭
教
育
の
推
進
な
ど
、
教

育
行
政
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

岡
一
子

氏

（
大
宇
陀
区
守
道
）

氏
は
、
平
成
10
年
12
月
か
ら
９

年
間
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
、
住
民
の
相
談
、
支

援
等
民
生
の
安
定
と
児
童
の
健
全

育
成
な
ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
１

年
間
、地
域
の
女
性
役
員
と
し
て
、

自
治
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
、
自
治
会
で
活
躍
す
る
女
性
た

ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
女

性
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
動
の

推
進
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
で
地
域
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

吉
田
長
太
郎

氏
（
菟
田
野
区
古
市
場
）

氏
は
、
平
成
10
年
12
月
か
ら
９

年
間
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神

を
も
っ
て
、
住
民
の
相
談
・
支
援

等
民
生
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育

成
な
ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
２

年
間
、
奈
良
県
薬
物
乱
用
指
導
委

員
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
平
成
17

年
４
月
か
ら
１
年
間
、
菟
田
野
児

童
館
運
営
委
員
会
委
員
長
を
務
め

ら
れ
、
地
域
組
織
の
活
動
事
業
、

放
課
後
児
童
の
対
策
事
業
、
子
育

て
支
援
な
ど
地
域
に
お
け
る
児
童

の
健
全
育
成
活
動
の
推
進
や
児
童

館
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
自
治
の
振
興
又
は
公
益

の
増
進
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
方

市
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、

体
育
等
の
振
興
又
は
社
会
福

祉
の
増
進
に
貢
献
し
た
方
　

小
山
佳
子

氏
　(

大
宇
陀
区
中
庄)

氏
は
、
昭
和
62
年
10
月
か
ら
18

年
１
カ
月
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

保
護
司
を
務
め
ら
れ
、
地
域
の
犯

罪
や
非
行
の
予
防
を
図
る
活
動
犯

罪
の
防
止
や
社
会
を
明
る
く
す
る

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

平
成
13
年
10
月
に
は
奈
良
保
護
観

察
所
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
元
年
４
月
か
ら
20

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
宇
陀
地

区
更
生
保
護
女
性
会
会
員
と
し

て
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
52
年
12
月
か
ら

18
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
住
民
の

相
談
、
支
援
等
民
生
の
安
定
と
児

童
の
健
全
育
成
な
ど
地
域
福
祉
の

増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
福
祉
の
振
興
﹈
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故
・
松
本
元
治
郎

氏

（
大
阪
府
豊
中
市
）

氏
は
、
旧
大
宇
陀
町
出
身
の
画

家
で
、
画
号
「
松
本
郭
」
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
昭
和
26
年
の
日
本
美

術
展
覧
会
特
選
朝
倉
賞
、
昭
和
27

年
の
奈
良
県
文
化
賞
を
は
じ
め

数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ほ
か
、

美
術
展
へ
の
出
展
や
昭
和
30
年
以

来
毎
年
大
手
デ
パ
ー
ト
で
個
展
を

開
か
れ
ま
し
た
。

生
前
に
、
遺
産
を
旧
大
宇
陀
町

の
た
め
に
遺
贈
す
る
と
い
う
遺
言

書
を
残
さ
れ
、
市
の
発
展
の
た
め

に
活
用
す
る
と
い
う
氏
の
意
思
に

沿
っ
て
、
氏
の
弁
護
士
や
ご
遺
族

の
手
続
の
も
と
、
平
成
21
年
３
月

末
に
、
氏
が
制
作
さ
れ
た
数
多
く

の
絵
画
作
品
と
現
金
２
２
０
０
万

円
余
り
の
寄
附
を
受
け
ま
し
た
。

信
太
ま
さ
子

氏(

大
宇
陀
区
拾
生)

氏
は
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
意
思
に
よ
り
５
０
０
万

円
の
寄
附
を
さ
れ
、
氏
が
希
望
さ

れ
て
い
る
大
宇
陀
区
拾
生
地
内
の

花
ノ
木
橋
の
修
繕
と
景
観
整
備
に

充
て
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

昭
和
初
期
に
竣
工
さ
れ
た
花
ノ

木
橋
は
、
大
戦
時
に
お
け
る
物
資

不
足
か
ら
、
橋
銘
板
等
の
金
属
類

が
除
去
さ
れ
る
な
ど
し
た
ほ
か
、

そ
の
後
経
年
に
よ
る
劣
化
、
損
傷

が
見
受
け
ら
れ
る
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
市
の
調
査
に
よ
り
補
強
を

実
施
す
れ
ば
今
後
も
安
全
、
安
心

市
民
の
模
範
と
な
る
善

行
又
は
篤
行
の
あ
っ
た
方

大
神
傳
龍

氏

(

菟
田
野
区
大
澤)

氏
は
、
昭
和
44
年
７
月
か
ら
34

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
就
任
さ
れ
、
地

域
農
業
者
の
代
表
者
と
し
て
農
業

委
員
会
の
業
務
の
推
進
に
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
長
年
の
経
験
や

知
識
を
活
か
し
、
担
い
手
対
策
と

し
て
地
域
農
業
の
振
興
に
取
り
組

ま
れ
、
優
良
農
地
の
維
持
確
保
、

農
地
の
乱
開
発
の
防
止
、
県
営
農

地
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
導
入
な

ど
、
行
政
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
農
政
の
推
進
や
生
産
性
向
上

等
効
率
的
な
農
業
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

12
年
以
上
公
選
若
し
く
は

市
議
会
の
選
挙
又
は
同
意

を
得
て
任
命
若
し
く
は
選

任
さ
れ
た
委
員
等
の
職
に

あ
っ
た
方

前
川
和
子
氏
　
（
榛
原
区
山
辺
三
）

氏
は
、
平
成
10
年
12
月
か
ら
９

年
間
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
、
住
民
の
相
談
、
支

援
等
民
生
の
安
定
と
児
童
の
健
全

育
成
な
ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
13
年
12
月
か
ら
６

年
間
、
奈
良
県
薬
物
乱
用
指
導
委

員
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
宇
陀
市

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
を
務
め
ら

れ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た

ほ
か
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
２
年

間
と
平
成
21
年
４
月
か
ら
は
老
人

ク
ラ
ブ
の
女
性
部
長
と
し
て
、
高

齢
者
福
祉
の
向
上
や
組
織
の
運

営
、
地
域
の
発
展
に
力
を
注
が
れ

て
い
ま
す
。

山
本
歡
一

氏

（
菟
田
野
区
大
神
）

氏
は
、
平
成
10
年
12
月
か
ら
９

年
間
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
、
住
民
の
相
談
・
支

援
等
民
生
の
安
定
と
児
童
の
健
全

育
成
な
ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
11
年
７
月
か
ら
７

年
間
、
農
業
委
員
会
委
員
を
務
め

ら
れ
た
ほ
か
、
昭
和
62
年
５
月
か

ら
８
年
間
、
南
部
土
地
改
良
区
監

事
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
農

業
の
発
展
や
農
業
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

中
村
友
治

氏
（
室
生
区
下
笠
間
）

氏
は
、
平
成
10
年
12
月
か
ら
９

年
間
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
、
住
民
の
相
談
、
支

援
等
民
生
の
安
定
と
児
童
の
健
全

育
成
な
ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
も
下
笠
間
老
人
ク

し
て
利
用
が
確
保
で
き
る
こ
と
か

ら
、
氏
の
寄
附
と
国
か
ら
の
補
助

を
併
せ
て
、
高
欄
部
分
と
橋
梁
部

分
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

ラ
ブ
役
員
と
し
て
そ
の
組
織
の
運

営
と
会
員
相
互
の
融
和
に
力
を
注

が
れ
、
地
域
の
高
齢
者
福
祉
の
向

上
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
さ
れ
て

い
ま
す
。

広報うだ　6
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井
本
昇
太
郎

氏
　

(

菟
田
野
区
入
谷)

氏
は
、
昭
和
62
年
７
月
か
ら
19

年
８
カ
月
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
宇
陀
市
と
な
っ
た
最

初
の
改
選
に
よ
り
、
委
員
数
が
半

減
、
担
当
地
域
は
増
加
し
た
中
で

行
っ
た
遊
休
農
地
実
態
調
査
や
毎

月
審
議
さ
れ
る
農
地
法
等
の
申
請

に
対
し
、
現
地
調
査
や
、
関
係
者

へ
の
聴
き
取
り
な
ど
、
地
域
農
業

者
の
代
表
者
と
し
て
農
業
委
員
会

の
業
務
の
推
進
に
務
め
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
担
い
手
対
策
と
し
て
地

域
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ま
れ
、

優
良
農
地
の
維
持
確
保
、
農
地
の

乱
開
発
の
防
止
、
県
営
農
地
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
の
導
入
な
ど
、
農
政

の
推
進
や
生
産
性
向
上
等
効
率
的

な
農
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

奥
谷
暢
充

氏
（
室
生
区
下
笠
間
）

氏
は
、
平
成
７
年
２
月
か
ら
14

年
４
カ
月
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
宇
陀
市
と
な
っ
た
最

初
の
改
選
に
よ
り
、
委
員
定
数
が

半
減
、
担
当
地
域
が
増
加
し
た
中

で
行
っ
た
遊
休
農
地
実
態
調
査
や

毎
月
審
議
さ
れ
る
農
地
法
等
の
申

請
に
対
し
、
現
地
調
査
や
、
関
係

者
へ
の
聴
き
取
り
な
ど
、
地
域
農

業
者
の
代
表
者
と
し
て
農
業
委
員

会
の
業
務
の
推
進
に
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
担
い
手
対
策
と
し
て
地

域
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ま
れ
、

優
良
農
地
の
維
持
確
保
、
農
地
の

乱
開
発
の
防
止
、
県
営
農
地
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
の
導
入
な
ど
、
農
政

の
推
進
や
生
産
性
向
上
等
効
率
的

な
農
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
、
平
成
５
年
１
月
か
ら

２
年
間
、
下
笠
間
区
長
を
務
め
ら

れ
、
簡
易
水
道
事
業
の
推
進
、
道

路
整
備
、
国
営
農
地
総
合
開
発
な

ど
地
域
振
興
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

堀
本
和
巳

氏
（
室
生
区
下
田
口
）

氏
は
、
平
成
11
年
４
月
か
ら
８

年
間
に
わ
た
り
、
下
田
口
胎
中
自

治
会
長
を
務
め
ら
れ
、
住
民
の
融

和
を
図
り
地
域
社
会
の
発
展
と
住

民
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
地
域
住
民
の
交
流

と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
胎
中
集

会
所
の
建
設
に
尽
力
さ
れ
た
ほ

か
、平
成
16
年
５
月
か
ら
１
年
間
、

室
生
村
区
長
会
長
を
務
め
ら
れ
、

そ
の
組
織
の
運
営
と
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
20
年
２
月
か
ら
室

生
区
南
部
県
道
促
進
協
議
会
長
を

務
め
ら
れ
、
住
民
の
交
通
の
利
便

を
確
保
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と

熱
心
に
協
議
を
重
ね
、
地
域
の
道

路
整
備
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
12
年
４
月
か
ら

８
年
間
、
室
生
地
区
（
旧
室
生
村
）

遺
族
会
副
会
長
を
、
平
成
18
年
４

月
か
ら
２
年
間
、
宇
陀
市
遺
族
会

役
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
組
織
の

運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

通
算
し
て
12
年
以
上
又
は

連
続
し
て
６
年
以
上
自
治

会
長
の
職
に
あ
っ
た
方

故
・
中
野
征
幸

氏
　

(

大
宇
陀
区
宮
奥)

氏
は
、
平
成
14
年
１
月
か
ら

７
年
間
、
上
宮
奥
自
治
会
長
を
務

め
ら
れ
、
住
民
の
融
和
を
図
り
地

域
社
会
の
発
展
と
住
民
自
治
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
間
、

平
成
16
年
１
月
か
ら
４
年
間
、
大

宇
陀
町
連
合
自
治
会
役
員
を
務
め

ら
れ
、
そ
の
組
織
の
運
営
と
自
治

会
の
発
展
の
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、

合
併
時
に
お
け
る
自
治
会
と
行
政

と
の
調
整
を
図
り
、
円
滑
な
行
政

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
５
月
か
ら
宇

陀
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
副

会
長
を
務
め
ら
れ
、
地
域
の
一
人

ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
な
が
ら
支
え
合
い
、
多
世
代
が

と
も
に
心
豊
か
に
暮
ら
し
、
安
心

し
て
誇
り
を
も
っ
て
住
み
続
け
ら

れ
る
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

故
・
前
川
長
也

氏
　

（
榛
原
区
萩
原
）

氏
は
、
平
成
６
年
４
月
か
ら
14

年
10
カ
月
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

新
町
自
治
会
長
を
務
め
ら
れ
、
住

民
の
融
和
を
図
り
地
域
社
会
の
発

展
と
住
民
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
１
年
間
、
榛
原
区
連
合

自
治
会
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、
そ

の
組
織
の
運
営
と
自
治
会
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
10
年
４
月
か
ら
10

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
榛
原
小

学
校
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会
会

長
を
務
め
ら
れ
、
校
区
別
懇
談
会

の
開
催
や
人
権
研
修
な
ど
に
よ
り

地
域
の
人
権
教
育
推
進
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
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わ
た
し
は
大
人
に
な
っ
た
ら

宇
陀
市
の
老
人
ホ
ー
ム
で
働
き

た
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
最
近
は
少
子
高

れ
い
化
で
、
お
年
よ
り
が
増
え

て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。ま
た
、

わ
た
し
は
、
今
ま
で
こ
の
宇
陀

市
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ん
に
、
お
返
し
が
し
た
い
か

ら
で
す
。

さ
ら
に
、
わ
た
し
が
老
人
ホ

ー
ム
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
大

き
な
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、今
年
の
七
月
三
日
、

榛
原
区
に
あ
る「
さ
ん
と
ぴ
あ
」

に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
わ

た
し
た
ち
が
歌
っ
て
い
る
と
、

と
つ
然
、
お
年
よ
り
が
、
涙
を

流
さ
れ
た
の
で
す
。は
じ
め
は
、

「
な
ぜ
泣
か
れ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
？
」
と
不
思
議
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
感
動
し
て

泣
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
、
私
も
と
て
も
う
れ
し

く
な
り
、「
練
習
し
て
良
か
っ

た
。」
と
思
っ
た
の
で
す
。

も
し
私
が
大
人
に
な
り
、
老

人
ホ
ー
ム
で
働
け
る
日
が
来
た

な
ら
、
き
っ
と
六
年
生
の
こ
の

時
の
よ
う
な
気
持
ち
で
働
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今

ま
で
宇
陀
市
を
支
え
て
下
さ
っ

た
み
な
さ
ん
に
、
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
夢
を
か
な
え
る
た
め
に

今
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
老

人
ホ
ー
ム
に
関
す
る
こ
と
を
本

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

こ
と
、
一
学
期
の
時
の
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
出
し
物
の
練
習
を

し
て
お
く
こ
と
な
ど
で
す
。

二
学
期
も
、「
さ
ん
と
ぴ
あ
」

に
行
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
の
グ
ル
ー
プ
は
、
今

度
は
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
、
お
年

よ
り
に
飲
ん
で
い
た
だ
く
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
も
し
ま
す
。
出
し

物
と
共
に
、
心
を
込
め
て
コ
ー

ヒ
ー
を
入
れ
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
お
年
よ
り
に
感
動
し
て
も

ら
え
れ
ば
い
い
な
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

わ
た
し
の
将
来
の
夢
、
そ
れ

は
、
宇
陀
市
の
老
人
ホ
ー
ム
で

働
く
こ
と
で
す
。

「
将
来
の
夢
」

井
原
　
由
美
香
さ
ん
（
榛
原
小
６
年
生
）

「
私
の
将
来
の
夢
」

田
中
　
朱
里
さ
ん
（
室
生
東
小
６
年
生
）

私
の
将
来
の
夢
は
、
風
景
を

と
る
写
真
家
で
す
。
私
が
写
真

家
に
な
り
た
い
理
由
は
、
以
前

に
ど
こ
か
で
見
た
写
真
に
す
ご

く
感
動
し
た
か
ら
で
す
。

も
と
も
と
写
真
を
と
る
の
が

好
き
で
、
５
年
生
の
収
穫
祭
の

時
に
、
写
真
展
を
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
み
ん
な
で
写

真
を
と
り
に
学
校
の
外
へ
行
き

ま
し
た
。
そ
の
時
、
い
つ
も
見

て
い
る
風
景
が
、
少
し
工
夫
し

て
と
る
だ
け
で
、
す
ご
く
大
き

く
て
ち
が
っ
て
見
え
ま
し
た
。

い
つ
も
教
室
の
窓
か
ら
見
て
い

る
い
ち
ょ
う
の
木
も
、
真
下
で

見
上
げ
る
と
、
す
ご
く
き
れ
い

に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
感
動
を

写
真
に
と
っ
て
み
ん
な
に
、
伝

え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
好
き
な
風
景
を
と
っ

て
、
そ
こ
に
来
ら
れ
な
い
人
に

も
、
そ
こ
に
い
る
み
た
い
な
感

動
を
あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
な
人

に
な
り
た
い
で
す
。

私
の
好
き
な
季
節
は
、
冬
と

春
で
す
。
冬
は
、
凍
て
つ
い
た

道
に
あ
し
あ
と
が
少
し
つ
い

た
、
さ
っ
ぷ
う
け
い
な
と
こ
ろ

が
好
き
で
す
。
そ
の
奥
に
動
物

た
ち
の
冬
眠
し
て
い
る
寝
息
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

春
は
、
両
側
に
桜
が
た
っ
て

い
て
、
ま
っ
す
ぐ
な
道
に
、
桜

の
花
び
ら
と
い
っ
し
ょ
に
、
木

の
間
か
ら
光
が
こ
ぼ
れ
て
見
え

る
場
所
が
好
き
で
す
。

こ
の
二
つ
の
風
景
は
、
イ
メ

ー
ジ
だ
け
で
、
ま
だ
一
回
も
見

た
こ
と
は
な
い
け
ど
、
い
つ
か

プ
ロ
の
写
真
家
に
な
っ
て
、
こ

ん
な
場
所
を
探
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
最
高
の
風
景
を
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
で
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
宇
陀
市

は
、
山
が
多
く
て
、
風
景
が
と

て
も
き
れ
い
で
す
。
私
の
家
の

近
く
の
森
を
少
し
登
っ
て
い
く

と
、
ま
っ
す
ぐ
な
道
が
あ
り
ま

す
。
朝
は
、
鳥
が
鳴
い
て
い
て

す
ご
く
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

両
側
が
森
な
の
で
、
一
人
だ
け

の
空
間
み
た
い
で
す
。
そ
の
写

真
を
み
ん
な
に
見
て
も
ら
っ

て
、
鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る

ぐ
ら
い
の
写
真
が
と
れ
る
よ
う

に
上
達
し
た
い
で
す
。

たくさんの応募の中から選定委員会の選定を経て発表された、作文（全文）を紹介させていただきます。
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室生中学校吹奏楽部の演奏
作文の発表に続き、室生中学校吹奏楽部が演

奏しました。
１・2年生での初舞台でしたが、「上を向いて

歩こう」「川の流れのように」「テキーラ」の３
曲を力強く演奏しました。
日頃の部活動では、音楽の森ふれあい館、ふ

るさと元気村、室生園などで演奏を重ね、地域
の方々と交流を深められています。
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シリーズ 人権を暮らしのものさしに

25「豊かな人間関係の中に・・・」
「世界人権宣言」の第1条には、次のようにうたわれています。
『すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、尊厳

と権利とについて平等である。人間は、理性と良心とを授けられて
おり、互いに同胞の精神をもって行動しなければならない。』
しかし私たちは、どんなときにもこの「理性と良心」に基づき、

自分の意識や行動をコントロールできているでしょうか。
ふだんなら相手の気持ちを思いやることができるはずなのに、ふ

と気がつくと、自分のことばかり考えていて、冷たい言葉を投げつ
けたり、悪口を言ったりして、だれかを傷つけていることはないで
しょうか。
人は、自分に自信が持てず、不安や悩みが増大すると、理性と良

心が働きにくくなります。自分を直視せず、何か別のことで気をま
ぎらせたり、他の人を攻撃したりすることも多くなり、その時に、
偏見や差別意識があらわれやすいのです。
お互いを尊敬し合うことが、豊かな人間関係を築きます。だれも

が心豊かに生きるためには、一人ひとりの違いをありのまま受け入
れ、お互いの個性や特性を尊重し、さまざまな文化や多様性を認め
合い、共に生きるという意識を育んでいくことが大切ではないでし
ょうか。

お互いの人権を尊重するという視点で、
物事を見つめ直してみましょう。ふだん当
然のことと受け入れてきた事柄についても、
人権というものさしをあててみましょう。

★12月4日（金）から10日（木）は人権週間です★
12月10日に世界における自由、正義及び平

和の基礎である基本的人権を確保するため、す
べての人民とすべての国とが達成すべき共通の
標準として世界人権宣言が採択されたことを記
念し、国連は毎年、12月10日を「世界人権デ
ー」と定めるとともに、すべての加盟国にこれ
を記念する行事を実施するよう呼びかけていま
す。

我が国においても12月4日から人権デーまで
の一週間を「人権週間」と定め、世界人権宣言
の趣旨及び重要性を広く国民に訴えかけるとと
もに、人権尊重の思想の普及高揚を図るため啓
発活動を全国的に展開しています。
この人権週間をきっかけとして今一度、家庭

や学校・職場において、身近なところからみん
なで人権について考えてみましょう。

これなら今すぐできるかも… 見つめてみたい身のまわり
★いろいろな場面で、相手の気持ちを考えているでしょうか。
★家庭や学校、職場で身近にいる人の良いところを５つ以上言え
ますか。

★慣習や迷信・世間体、固定観念にとらわれていませんか。
★性別、年齢、職業、血液型、人種などに対して、思い込みや偏
見がありませんか。

★「昔から・・・」とか「みんなが・・・」という理由から、差
別に加担したり、差別を見過ごしてしまったりしたことはあり
ませんか。

「奈良県人権啓発冊子『幸せ』って何だろう」より



第3回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

平
成
２１
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１０
日
か
ら
28
日
ま
で
の
１９
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
２１
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
、
平
成
２０
年
度
の
各
会
計
決
算
審
査
認
定
な
ど
の
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
一
部
の
議
案
を
除
き
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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【
平
成
２１
年
度
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
第

１
次
補
正
予
算
に
対
応
す
る
地
域

活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金

事
業
、
県
の
緊
急
雇
用
創
出
特
別

交
付
金
事
業
、
前
年
度
繰
越
金
及

び
普
通
交
付
税
の
確
定
に
伴
う
財

政
調
整
基
金
積
立
金
な
ど
に
よ
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５

０
０,
７
２
４
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

そ
れ
ぞ
れ
１
９,
５
１
４,
５
２
５
千

円
と
し
ま
し
た
。

◆
予
　
算
　
関
　
係
◆

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
平
成
２０

年
度
介
護
保
険
事
業
並
び
に
地
域

支
援
事
業
の
保
険
給
付
費
の
確
定

に
伴
い
、
国
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
、
及
び
県
へ
の
負
担

金
償
還
金
の
増
額
で
あ
る
。
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３,
３
５
３
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２,
７
１

６,
６
５
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
総
務
管
理
費
で
緊
急
雇
用
創

出
事
業
の
管
路
台
帳
整
備
の
た
め

の
直
接
雇
用
に
か
か
る
賃
金
等
、

◆
意
見
書
に
つ
い
て
◆

◆
宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
・
施
行

さ
れ
た
。
平
成
２１
年
１０
月
か
ら
平

成
２３
年
３
月
ま
で
の
間
の
出
産
に

係
る
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て

「
３５
万
円
」
を
「
３９
万
円
」
と
す
る

◆
条
例
・
規
則
の
改
正
な
ど
◆

管
路
漏
水
調
査
業
務
委
託
に
か
か

る
保
守
点
検
委
託
料
、
ま
た
、
公

課
費
で
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
及
び
中
間
申
告
に
か

か
る
納
付
税
額
な
ど
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
１,
１
２
０
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
３
６,
７
２

０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
榛
原
区

桧
牧
公
共
下
水
道
管
渠
整
備
工
事

の
補
正
と
、
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ

ー
建
設
費
整
備
に
か
か
る
宇
陀
川

流
域
下
水
道
建
設
負
担
金
の
補
正

で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
４,
１

９
４
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１,
１
４
４,
０
９
４
千
円
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
地
方

債
の
限
度
額
の
下
水
道
事
業
分
を

１
７,
６
０
０
千
円
増
額
し
ま
し
た
。

◎
決
算
審
査
認
定
に
つ
い
て
◎

平
成
２０
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
決
算
認
定
の
審
議
を

行
う
た
め
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
９
月
１７
日
委
員
会
を

開
催
し
て
審
議
し
ま
し
た
。
９
月

２８
日
の
本
議
会
で
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
審
査
結

果
の
報
告
の
後
、
平
成
２０
年
度
各

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
す
べ
て

認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

○
一
般
会
計

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計

○
市
営
霊
苑
事
業
特
別
会
計

○
歯
科
診
療
所
事
業
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
榛
原
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
○
保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計

○
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別

会
計

○
水
道
事
業
特
別
会
計

こ
と
の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
宇
陀
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
附
則
第
５
項
に
加
え
、

ま
た
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
条
例
は
、
平
成
２１
年
１０
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
。

◆
宇
陀
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

宇
陀
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
、
１０
月
３０
日
に
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

○
地
方
自
治
の
継
続
性
を
守
る
た

め
の
予
算
執
行
を
求
め
る
意
見
書

な
お
、
日
本
軍
「
従
軍
慰
安
婦
」

問
題
に
対
し
て
、
政
府
の
誠
実
な

対
応
を
求
め
る
意
見
書
は
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
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◆
そ
の
他
◆

◆
平
成
２１
年
度
辺
地
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

菟
田
野
区
岩
端
、
室
生
区
上
田

口
、
黒
岩
辺
地
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消
を

目
的
に
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設

整
備
事
業
及
び
移
動
通
信
用
伝
送

路
施
設
整
備
事
業
を
追
加
変
更
し

ま
し
た
。

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と
に
つ
い
て

本
年
１
月
に
、
室
生
東
小
学
校

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２
号
車
が
、
脱

輪
し
民
家
に
衝
突
す
る
事
故
が
発

生
し
た
件
に
つ
い
て
、
こ
の
事
故

に
よ
り
、
軽
傷
を
負
っ
た
児
童
に

対
し
、
相
手
方
と
和
解
し
、
損
害

賠
償
額
を
支
払
う
よ
う
決
定
し
ま

し
た
。

◆
財
産
の
取
得

次
の
物
件
を
土
地
開
発
公
社
よ

り
買
い
戻
し
ま
し
た
。

財
産
の
所
在

宇
陀
市
榛
原
区
萩
原
元
萩
原
９

１
９
番
１
外
１
２
筆

財
産
の
表
示

山
林
他

３
４,
２
７
９
・
３
１
㎡

取
得
金
額

３
４
６,
８
０
７,
２
０
７
円

新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

新
学
習
指
導
要
領
が
平
成
２０
年

３
月
に
告
示
さ
れ
、
教
育
内
容

の
改
訂
事
項
の
一
つ
と
し
て
、
外
国
語

活
動
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
小

学
校
高
学
年
に
外
国
語
活
動
を
導
入

し
、
言
語
や
文
化
を
と
お
し
て
理
解
を

深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

市
教
育
委
員
会
は
、
教
員
の
研
修
、

担
当
教
員
の
自
己
研
修
、
県
立
教
育
研

究
所
で
の
講
座
受
講
、
ま
た
、
市
教
育

中
の
成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
職
員
研

修
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
充
実
な
ど
を
図
り
、
平

成
２３
年
度
の
完
全
実
施
に
向
け
て
ス
ム

ー
ズ
な
移
行
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
。

ど
う
変
わ
る
か
。
公
共
交
通
サ

ー
ビ
ス

市
で
は
、
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
今
後
の
公
共
交
通
の
進
め
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
公
共
交
通
の

現
状
は
、
全
国
的
に
も
課
題
に
な
っ
て

お
り
、
公
共
バ
ス
の
利
用
状
況
も
ピ
ー

ク
時
よ
り
６
割
も
減
少
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
料
金
の
値
上
げ
、
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
、
バ
ス
路
線
の
撤
退
な

ど
を
引
き
起
こ
し
、
市
内
で
も
公
共
バ

ス
路
線
の
減
少
、
本
数
の
減
少
な
ど
が

す
す
ん
で
い
る
。
現
在
、
地
域
公
共
交

通
活
性
化
再
生
協
議
会
を
構
成
し
、
交

通
の
事
業
者
や
福
祉
事
業
関
係
の
方
々

と
意
見
を
交
換
し
て
交
通
体
系
の
あ
り

方
を
議
論
し
て
い
る
。

今
後
も
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
を
支

援
す
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

自
動
車
以
外
の
選
択
肢
と
し
て
適
切
な

公
共
交
通
の
確
保
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
公
共
交
通
、
あ
る
い
は
需
要
規

模
に
合
わ
せ
た
効
率
の
よ
い
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
必
要
と
考
え
、
市
内
に

点
在
す
る
公
共
交
通
の
空
白
地
域
の
解

消
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

観
光
基
本
計
画
（
観
光
交
通
基

本
計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て

地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
の

創
出
等
を
よ
り
具
現
化
す
る
た

め
、
近
鉄
榛
原
駅
観
光
案
内
所
の
新
設
、

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
導
入
し
た
事

業
の
推
進
、
観
光
環
境
の
整
備
、
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
の
整
備
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
の
商
品
化
な
ど
の
事
業
を

進
め
て
い
る
。

ま
た
、
市
の
特
産
作
物
の
推
進
を
図

る
た
め
、
各
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
活
発

に
行
い
、
地
産
地
消
と
宇
陀
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
る
た
め
に
、
広
く
紹
介
・
販

売
し
な
が
ら
宇
陀
の
産
地
化
を
目
指
し

て
お
り
、
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
事
業

と
し
て
、
行
政
機
関
及
び
４
地
域
の
観

光
協
会
、
会
場
関
係
者
、
地
域
自
治
会

等
の
多
く
の
方
々
の
理
解
と
協
力
に
よ

り
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

市
総
合
計
画
に
基
づ
く
観
光
基
本
計

画
、
観
光
交
流
基
本
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
合
併
以
降
４
年
間
に
培
っ
た

各
種
の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
績
、
経

験
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
計
画
策
定
に

向
け
て
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

委
員
会
で
小
学
校
外
国
語
活
動
研
修
会

等
を
実
施
し
、
授
業
公
開
と
校
内
研
修

会
を
持
っ
て
力
量
を
養
っ
て
き
た
。
ネ

ー
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
活
用
と
し

て
、
市
内
に
配
置
し
て
い
る
２
名
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
連
携
を
と
り
、
児
童
に
対
し
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
将
来
、
教
職
を
志
し
て
い
る

学
生
や
学
校
支
援
地
域
推
進
事
業
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
中
で
、
英
語
に
堪
能
な
方
１０

名
か
ら
２０
名
を
学
校
へ
派
遣
す
る
な
ど

検
証
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
試
行
期
間

農
林
業
に
お
い
て
廃
校
し
た
小

学
校
の
施
設
活
用
に
つ
い
て

市
の
農
産
物
の
加
工
所
は
、
個

人
組
織
を
含
め
て
、
現
在
１２
団

体
存
在
す
る
。
公
共
施
設
を
利
用
し
た

加
工
所
と
し
て
、
農
産
物
加
工
所
が
１

カ
所
、
ま
た
来
年
４
月
か
ら
間
伐
材
を

利
用
し
た
木
材
加
工
所
が
運
営
さ
れ

る
。市

の
農
産
物
は
、
多
種
な
作
物
が
生

産
さ
れ
て
い
る
。
農
家
の
所
得
向
上
と

し
て
、
農
産
物
に
付
加
価
値
を
つ
け
て

販
売
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
し
か
し
、
農
産
物
が
多
種
あ

る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
り
加
工
所

の
整
備
内
容
が
違
う
こ
と
か
ら
、
市
と

し
て
、
特
産
物
の
作
付
面
積
の
拡
大
、

地
域
に
応
じ
た
農
産
物
の
振
興
、
周
年

を
通
じ
て
加
工
で
き
る
体
制
整
備
の
推

進
を
行
い
た
い
。
農
産
物
の
加
工
に
関

し
て
は
、
長
期
的
な
施
設
の
利
用
及
び

販
売
促
進
を
図
る
た
め
、
十
分
な
計
画

立
案
、
地
域
の
話
し
合
い
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、
県
、
農
協
等
の
連
携
を
密

に
行
い
、
廃
校
と
な
っ
て
い
る
施
設
の

有
効
活
用
の
促
進
を
図
る
よ
う
、
支
援
、

指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
。



文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
団
の
施
設

運
営
に
つ
い
て

社
会
体
育
や
生
涯
学
習
事
業
が

あ
る
が
、
そ
の
基
礎
的
な
も
の

か
ら
専
門
的
な
も
の
へ
向
上
し
て
い
く

文
化
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ

て
、
普
及
や
振
興
を
図
っ
て
い
く
目
的

と
し
て
活
動
す
る
た
め
、
本
年
５
月
に

「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
団
」
と
名
称
を

変
更
し
た
。

当
振
興
団
が
管
理
し
て
い
る
、
平
成

子
ど
も
の
森
は
、
昨
年
で
は
年
間
約
７

２,
５
０
０
人
の
来
園
者
が
あ
っ
た
。

（
昨
年
９
月
に
は
、
開
園
後
７０
万
人
を

達
成
）
ま
た
、
昨
年
よ
り
、
室
生
ダ
ム

湖
の
活
用
環
境
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
、
カ
ヌ
ー
の
発
着
場
の
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
完
成
後
に
は
、
関
係
部
署
と

協
議
し
多
く
の
来
園
者
が
見
込
め
る
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ア
ク
ア
グ
リ
ー
ン
榛
原
は
、

昨
年
利
用
人
数
が
約
４
２
０
０
０
人
で

あ
り
、
営
業
日
一
日
平
均
１
３
６
名
の

利
用
が
あ
る
。
平
成
１６
年
か
ら
は
、
プ

ー
ル
利
用
者
の
利
便
も
図
る
た
め
、
２

階
の
ア
ス
レ
テ
ッ
ク
健
康
器
具
の
利
用

も
出
来
る
よ
う
に
し
て
利
用
者
の
増
加

を
見
込
ん
で
お
り
、
現
在
で
は
、
若
干

の
利
用
者
増
の
傾
向
に
あ
る
。
今
後
も
、

施
設
に
つ
い
て
、
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
で
地
域
の
仕
事
お
こ
し
を

は
か
れ

市
全
域
の
木
造
建
物
は
現
在
の

と
こ
ろ
１
万
４
９
７
７
棟
あ
る
。

こ
の
中
の
既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

対
象
戸
数
と
な
る
の
が
１
万
１
５
６

棟
、
率
で
６７
・
８
％
と
な
る
。
耐
震
診

断
の
実
施
状
況
は
、
昨
年
で
５
棟
、
本

年
度
は
現
段
階
で
１
棟
の
申
し
込
み
状

況
で
あ
る
。

ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
税
の

優
遇
制
度
は
、
既
存
の
住
宅
を
耐
震
改

修
を
し
た
場
合
に
、
固
定
資
産
税
の
軽

減
措
置
と
い
う
制
度
が
あ
る
。
地
域
の

仕
事
お
こ
し
と
し
て
、
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
も
、
当
市
の
経
済
の
活
性
化
が
図
れ

る
な
ら
、
関
係
課
と
調
整
を
し
進
め
て

い
き
た
い
。

災
害
時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

大
雨
、
洪
水
の
警
報
や
土
砂
災

害
な
ど
の
気
象
に
関
す
る
情
報

に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
き
、
奈
良
県
知
事
か
ら
市
町
村
長
に

通
知
さ
れ
る
。
市
は
そ
の
情
報
に
基
づ

き
被
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き

は
、「
自
主
避
難
」
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」

を
発
令
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
震
は
台
風
等
の
よ
う
に
予
知
で
き

な
い
た
め
、
地
震
発
生
時
の
行
動
は
、

ま
ず
は
身
の
安
全
を
守
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
あ
る
。
家
屋
の
倒
壊
や
地
域
全

体
が
危
険
と
判
断
し
た
場
合
に
は
避
難

指
示
を
発
令
す
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
の
発
信
は
、
自
主
放

送
と
防
災
行
政
無
線
、
そ
し
て
、
市
職

員
に
よ
る
広
報
車
や
消
防
団
員
・
自
主

防
災
組
織
等
に
よ
る
口
頭
な
ど
に
よ
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
く
。

ま
た
、
自
主
避
難
を
想
定
し
て
地
域

で
身
近
な
一
時
避
難
所
を
予
め
設
定
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

宇
陀
市
で
は
、「
宇
陀
市
民
便
利
帳
」

に
も
「
災
害
に
備
え
」
に
つ
い
て
掲
載

し
て
お
り
、

今
後
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
防
災
の
欄

に
は
、
災
害
時
の
避
難
情
報
に
つ
い
て

掲
載
を
検
討
し
て
い
く
。

補
正
予
算
編
成
の
考
え
方
と
宇

陀
市
総
合
計
画
実
施
計
画
を
踏

ま
え
て
の
行
政
運
営
の
考
え
方

に
つ
い
て

市
の
総
合
計
画
は
、
四
つ
の
基

本
理
念
と
六
つ
の
政
策
の
柱
を

掲
げ
て
、
個
性
と
自
信
に
満
ち
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

当
初
予
算
で
は
、
各
担
当
部
署
か
ら

の
、
総
合
計
画
、
実
施
計
画
と
各
セ
ク

シ
ョ
ン
ご
と
の
上
位
計
画
、
国
や
県
と

の
折
衝
状
況
等
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
着
実
に
進
め
て
い
く
と
い
う
観
点
か

ら
膨
大
な
予
算
要
求
額
が
出
さ
れ
る
。

地
方
財
政
は
厳
し
く
、
当
市
も
す
べ
て

要
求
ど
お
り
の
事
業
展
開
を
で
き
る
こ

と
で
は
な
く
、
事
業
の
緊
急
性
、
有
効

性
、
事
業
効
果
な
ど
を
考
え
、
ま
た
特

定
財
源
の
確
保
に
努
め
る
な
ど
の
精
査

を
行
い
、
事
業
範
囲
、
時
期
の
見
直
し

な
ど
を
検
討
し
、
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
宇
陀
市
総
合
計
画
に
提

唱
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
施
策
を
概
念

に
お
き
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

下
水
道
事
業
の
進
め
方
や
見
直

し
の
状
況
と
財
政
負
担
の
あ
り

方
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
は
、
浸
水
の
防
除
、

公
共
水
域
の
水
質
保
全
、
快
適

な
生
活
環
境
の
確
保
、
安
全
、
環
境
、

暮
ら
し
に
資
す
る
極
め
て
大
切
な
基
盤

施
設
で
あ
り
、
清
ら
か
な
水
源
、
水
資

源
の
保
全
、
創
造
の
た
め
に
、
下
水
道

整
備
に
大
き
な
期
待
が
か
か
っ
て
い

る
。ま

た
、
汚
水
処
理
施
設
は
、
生
活
環

境
の
改
善
及
び
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
を
図
る
た
め
、
市
街
地
に
限
ら
ず
、

農
山
村
部
で
も
下
水
事
業
及
び
浄
化
槽

事
業
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
効
率
的
、

経
済
的
な
汚
水
処
理
を
推
進
す
る
た

め
、
各
種
汚
水
処
理
の
有
す
る
特
性
を

水
質
保
全
効
果
、
経
済
性
及
び
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
、
適
正
な
手
法
の
四
つ

の
点
検
項
目
に
基
づ
き
、
事
業
を
検
討

し
実
施
し
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
の
維
持
管
理
に
つ
い

て奈
良
県
よ
り
移
管
を
受
け
た
、

健
民
グ
ラ
ン
ド
が
各
区
に
１
カ

所
づ
つ
と
内
牧
運
動
場
や
総
合
グ
ラ
ン

ド
な
ど
が
存
在
す
る
。

平
日
に
は
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
少
年
野
球
チ

ー
ム
や
社
会
人
軟
式
野
球
チ
ー
ム
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど

の
練
習
や
大
会
で
使
用
さ
れ
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
市
職
員
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
、
ま

た
定
期
的
に
使
用
さ
れ
る
団
体
の
自
主

的
な
活
動
で
、
草
刈
や
ト
イ
レ
清
掃
、

グ
ラ
ン
ド
整
備
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
今
後
は
使
用
後
の
整
備
の
徹
底

を
願
い
、
社
会
体
育
の
振
興
上
、
市
民

に
親
し
ま
れ
る
体
育
施
設
と
し
て
、
よ

り
一
層
の
維
持
管
理
を
徹
底
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

大
宇
陀
区
の
小
学
校
再
編
に
つ

い
て

少
子
化
、
過
疎
化
な
ど
社
会
情
勢

の
変
化
が
著
し
く
、
小
学
校
の
児

童
数
が
減
少
し
て
い
る
。
平
成
１９
年
２

月
、
大
宇
陀
区
小
学
校
再
編
検
討
懇
話

会
に
対
し
、
大
宇
陀
区
小
学
校
教
育
の

再
編
検
討
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
か

ら
諮
問
を
し
、
平
成
２０
年
７
月
に
は
、

「
今
後
の
児
童
数
の
減
少
に
よ
る
複
式
学
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級
の
増
加
な
ど
、
近
年
の
社
会
構
造
か

ら
将
来
を
展
望
す
れ
ば
、
再
編
や
む
な

し
」
と
の
答
申
を
受
け
、
大
宇
陀
区
は

小
学
校
を
１
校
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
現
在
の
大
宇
陀
、
守
道
、
田

原
小
学
校
の
児
童
は
、
平
成
２２
年
４
月

よ
り
、
現
在
の
大
宇
陀
小
学
校
の
校
舎

で
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
校
後
の
学
校
跡
地
や
校
舎
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

廃
校
後
の
学
校
跡
地
は
、
地
域

活
性
化
に
資
す
る
た
め
に
、
安

全
が
確
保
さ
れ
た
施
設
は
、
速
や
か
に

普
通
財
産
に
移
管
し
て
い
き
、
建
物
と

し
て
償
却
を
終
え
て
い
る
施
設
は
、
安

全
性
の
た
め
順
次
、
解
体
を
行
い
、
そ

の
他
遊
具
な
ど
も
必
要
に
応
じ
て
撤
去

を
行
い
、
立
入
禁
止
表
示
な
ど
で
安
全

確
保
に
努
め
て
い
く
。

大
宇
陀
区
の
学
校
再
編
に
よ
る
跡
地

は
、
新
た
な
施
設
及
び
施
設
設
備
の
予

定
は
な
く
、
今
後
、
地
域
の
活
性
化
あ

る
い
は
地
域
が
閉
塞
化
し
な
い
よ
う

に
、
地
元
の
方
々
と
協
議
し
て
、
活
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
営
駐
車
場
と
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
用
地
（
旧
榛
原
町
）
と
し

て
取
得
済
の
土
地
の
今
後
の
利

用
と
計
画
。

公
営
駐
車
場
は
、
通
勤
・
通
学

対
策
、
通
勤
圏
の
拡
大
の
対
応
、

定
住
促
進
を
目
的
に
、
旧
大
宇
陀
町
・

旧
菟
田
野
町
が
過
疎
化
対
策
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
合
併
後
に
お

い
て
も
、
こ
れ
を
引
き
継
い
で
運
用
し

て
い
る
。

今
後
も
、
市
営
駐
車
場
の
状
況
や
社

会
状
況
な
ど
に
応
じ
て
見
直
し
を
図
り

な
が
ら
運
用
す
る
と
と
も
に
、
市
有
地

で
、
現
在
、
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て

い
る
土
地
も
、
土
地
の
利
用
目
的
で
あ

る
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
用
地
は
、
高
齢

者
、
子
ど
も
、
障
害
者
、
地
域
住
民
な

ど
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
と
し
て
、
市

民
の
福
祉
、
保
健
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
、

生
涯
学
習
な
ど
幅
広
い
機
能
を
持
つ
多

目
的
複
合
施
設
の
整
備
を
考
え
て
い

る
。
現
在
の
財
政
状
況
を
考
え
、
す
ぐ

事
業
化
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
民
間
活

力
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

公
営
住
宅
行
政
に
つ
い
て

市
で
は
、
公
営
住
宅
は
２１
団
地
、

２
８
１
戸
の
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
内
、
耐
用
年
数
の
２
分
の
１

を
経
過
し
た
も
の
が
、
１３
団
地
に
な
り
、

ま
た
、
高
齢
者
総
数
が
１
７
９
名
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
１
０
１
世
帯
、
１

２
６
人
と
高
齢
化
も
す
す
ん
で
い
る
。

ま
た
、
公
営
住
宅
の
入
居
募
集
の
応
募

率
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
公
営
住

宅
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

保
育
所
行
政
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
は
同
和
地
区
で
の
保

育
推
進
の
中
心
に
な
っ
て
い
た

同
和
保
育
推
進
保
育
士
の
制
度
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
制
度
も
一
般
化
さ
れ
、
家

庭
支
援
推
進
保
育
事
業
と
し
て
制
度
化

し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
日
常
の
基
本
的
な
生

活
習
慣
・
態
度
な
ど
の
涵
養
に
つ
い

て
、
家
庭
環
境
に
対
す
る
配
慮
が
特
に

必
要
な
児
童
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る

保
育
所
に
、
こ
の
家
庭
支
援
推
進
保
育

士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人

権
を
大
切
に
す
る
よ
う
成
長
・
発
達
段

階
に
応
じ
、
子
ど
も
達
に
対
し
保
育
を

し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
き
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

市
内
の
保
育
所
で
は
、
人
権
保
育
を

進
め
る
基
本
的
な
視
点
を
軸
に
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切
に
し
て

人
権
尊
重
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
を

育
成
す
る
人
権
保
育
を
発
展
さ
せ
な
け

れ
ば
と
、
各
園
・
所
等
で
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

市
の
施
設
に
お
け
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
備
え
と
対
策
に

つ
い
て

奈
良
県
で
は
、
８
月
２４
日
に
発

熱
外
来
を
廃
止
し
、
受
診
す
る

医
療
機
関
で
指
示
を
受
け
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
治
療
を
受
け
る
体
制
に
な
っ

た
。

市
で
は
５
月
１
日
に
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、

各
部
局
へ
の
対
策
方
針
を
決
定
し
、
予

防
マ
ス
ク
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

の
備
蓄
を
行
い
、
蔓
延
期
に
備
え
た
。

１０
月
初
旬
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
つ
い
て
、
宇
陀
の
医
師
会
、
市
立
病

院
、
市
当
局
と
の
協
議
を
行
い
、
開
業

医
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
２
次
感

染
に
対
し
て
の
対
応
を
考
え
て
い
く
。

教
育
行
政
の
方
針
に
つ
い
て

教
育
行
政
は
、
教
育
委
員
会
が

担
当
し
て
教
育
行
政
運
営
し
て

い
る
が
、
市
行
政
と
し
て
保
育
所
の
問

題
な
ど
、
後
世
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ

い
て
は
、
十
分
、
教
育
委
員
会
と
相
談

を
し
、
ま
た
、
教
育
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
も
、
教
育
委
員
会
と
十
分
な
相
談

の
上
、
教
育
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て各
地
域
自
治
区
に
お
け
る
均
衡

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
目
標
実
現
に
む
け
て
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
市

が
誕
生
し
て
３
年
目
に
、
新
市
ま
ち
づ

く
り
の
計
画
方
針
を
十
分
活
か
し
な
が

ら
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
基
本
構

想
と
な
る
べ
く
「
宇
陀
市
総
合
計
画
」

が
策
定
さ
れ
た
。
現
在
は
、
市
が
進
む

べ
く
方
向
性
を
示
し
な
が
ら
、
特
性
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
具
現
化
し
て

い
る
。

合
併
の
効
果
と
し
て
、
行
政
の
ス
リ

ム
化
、
財
政
面
で
の
効
率
化
、
組
織
や

人
員
、
歳
出
面
の
見
直
し
は
、
あ
る
程

度
の
期
間
を
要
す
る
も
の
で
、
現
在
の

地
方
財
政
を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
見
て

も
、
今
後
い
か
に
簡
素
で
効
率
的
な
体

制
を
確
立
す
る
か
が
最
大
の
課
題
で
あ

る
。
地
方
分
権
の
推
進
や
国
、
地
方
を

通
じ
た
財
政
状
況
の
著
し
い
悪
化
、
さ

ら
に
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
市

を
取
り
巻
く
情
勢
の
厳
し
さ
に
鑑
み
る

と
、
こ
う
し
た
諸
課
題
の
解
決
は
、
全

職
員
が
自
ら
の
問
題
と
し
て
可
能
な
限

り
早
期
に
取
り
組
み
、
職
務
に
邁
進
し

行
く
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
合
併
に
よ
り
、
市
民

に
最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
、

生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
総

合
的
に
提
供
し
て
、
地
方
分
権
の
受
け

皿
と
し
て
の
基
本
的
な
体
制
を
整
え
た

段
階
に
あ
る
宇
陀
市
に
お
い
て
、
さ
ら

に
、
市
民
と
の
協
働
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
自
ら
の
考
え
と
判
断
の
下
で
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
個
性
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
財
政
の
健
全

性
の
確
保
と
諸
課
題
へ
の
取
り
組
み
と

い
う
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
応
え
る
た
め
に
、
ど
ん
な
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
か
を
実
行
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

13 広報うだ　2009.12



広報うだ　 14

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

平
成
２１
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
１
８
１
億
円
を
計

上
し
ま
し
た
が
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算
と
上
半
期
の
補

正
予
算
を
合
わ
せ
る
と
、
９
月
末
現
在
の
予
算
総
額
は
２
０

６
億
１,
９
４
８
万
４
千
円
で
、
そ
の
う
ち
歳
入
は
約
４８
・

７
％
に
あ
た
る
１
０
０
億
４,
６
７
０
万

５
千
円
が
収
入
済
み
、
歳
出
は
３６
・

７
％
に
あ
た
る
７５
億
７,
２
９
９
万
４
千

円
が
支
出
済
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

歳　出

20億円 40億円 60億円 80億円

32億1,532万9千円
18億5,705万1千円（収入率：57.8％）

13億9,917万4千円
8億1,337万4千円（収入率：58.1％）

4億2,732万4千円
0千円（収入率：0.0％）

82億6,874万9千円

57億8,392万2千円（収入率：69.9％）

26億6,700万円
1,990万円（収入率：0.7％）

27億7,149万6千円
11億4,489万2千円（収入率：41.3％）

10億2,438万5千円
4,806万5千円（収入率：4.7％）

8億4,602万7千円
3億7,950万1千円（収入率：44.9％）

議会費

総務費

民生費

衛生費

商工費

土木費

消防費

農林水産業費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

10億円 20億円 30億円 40億円
○分担金及び負担金

2億3,334万8千円（9,223万7千円）【39.5％】
○使用料及び手数料

3億3,097万9千円（1億3,751万8千円）【41.5％】
○財産収入 1億8,663万3千円（6,823万6千円）【36.6％】
○寄附金　　　　　　560万1千円（519万円）【92.7％】
○繰越金

4億5,198万5千円（4億5,198万6千円）【100.0％】
○諸収入　 1億9,062万8千円（5,820万7千円）【30.5％】

○地方譲与税　　
2億6,700万円（7,670万9千円）【28.7％】

○利子割交付金
2,000万円（779万6千円）【39.0％】

○配当割交付金　　　　
1,470万円（551万9千円）【37.5％】

○株式等譲渡所得割交付金　　
1,100万円（0千円）【0.0％】

○地方消費税交付金　
2億4,700万円（1億6,160万7千円）【65.4％】

○ゴルフ場利用税交付金　
8,700万円（3,888万6千円）【44.7％】

○自動車取得税交付金
1億4,200万1千円（3,393万4千円）【23.9％】

○地方特例交付金　
5,165万7千円（5,167万4千円）【100.0％】

○交通安全対策特別交付金
566万9千円（337万6千円）【59.6％】

1億7,793万9千円
8,911万7千円（執行率：50.1％）

28億4,658万3千円
13億9,926万2千円（執行率：49.2％）

41億8,866万5千円
15億7,294万7千円（執行率：37.6％）

21億8,791万5千円
6億731万4千円（執行率：27.8％）

8億7,072万7千円
1億632万1千円（執行率：12.2％）

4億563万4千円
2億240万9千円（執行率：49.9％）

19億5,331万6千円
3億4,626万円（執行率：17.7％）

12億7,593万8千円
5億5,308万6千円（執行率：43.3％）

20億9,532万9千円
7億5,969万3千円（執行率：36.3％）

3,550万円
0千円（執行率：0.0％）

45億6,159万2千円
19億3,658万5千円（執行率：42.5％）

2,034万6千円
0千円（執行率：0.0％）

予算額 収入済額

予算額 執行済額

市税

その他自主財源

繰入金

地方交付税

国庫支出金

県支出金

その他交付金等

市債

内訳※1

内訳※2

収入済額　100億4,670万5千円

支出済額　75億7,299万4千円

歳入における「その他の自主財源」の内訳
（ ）内は収入済額、【 】は収入率

内訳※1

歳入における「その他の交付金等」の内訳
（ ）内は収入済額、【 】は収入率

内訳※2

市民のみなさんに市の財政状況を知っていただくために、平成21年度上半期（４月～９月）
の予算の執行状況をお知らせします。
なお、平成20年度宇陀市決算状況については、広報うだ11月号をご覧ください。

Y財政課（182‐1305／IP188‐9071）

歳　入

※予算額には、20年度繰越予算を含みます。
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特
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会
　
　
計

企
　
　
業
　
　
会
　
　
計

会計名 予算現額 
(9月末現在） 

歳入 歳出 

収入済額 収入率 支出済額 執行率 

住宅新築資金等貸付事業 
特別会計 5億7,321万9千円 3,814万7千円 6.7％ 4億1,747万5千円 72.8％ 

霊苑事業特別会計 2,360万円 5,076万8千円 215.1％ 532万6千円 22.6％ 

歯科診療所事業特別会計 2,780万円 1,988万2千円 71.5％ 1,042万5千円 37.5％ 

土地取得事業特別会計 3億6,960万円 666万2千円 1.8％ 3億5,346万8千円 95.6％ 

国民健康保険事業特別会計
（事業勘定） 40億9,660万円 13億5,833万円 33.2％ 18億3,517万2千円 44.8％ 

国民健康保険事業特別会計
（直営診療施設勘定） 1億5,620万円 3,877万5千円 24.8％ 5,851万4千円 37.5％ 

老人保健事業特別会計 921万9千円 93万4千円 10.1％ 545万9千円 59.2％ 

介護保険事業特別会計 27億1,665万3千円 10億8,695万円 40.0％ 11億3,206万9千円 41.7％ 

後期高齢者医療事業 
特別会計 3億4,860万円 1億1,177万2千円 32.1％ 1億1,776万7千円 33.8％ 

榛原特定土地区画整理事業
特別会計 618万円 1,286万6千円 208.2％ 0千円 0.0％ 

簡易水道事業特別会計 9億3,672万円 1億2,588万4千円 13.4％ 2億2,745万4千円 24.3％ 

下水道事業特別会計 11億4,409万4千円 1億1,055万9千円 9.7％ 3億8,696万2千円 33.8％ 

合計 104億848万5千円 29億6,152万9千円 28.5％ 45億5,009万1千円 43,7％ 

収 益  

営 業 収 益  

給 水 収 益  

そ の 他  

特 別 利 益  

1億9,453万9千円 

1億9,209万2千円 

1億9,143万9千円 

65万3千円 

244万7千円 

0千円 

費 用  

営 業 費 用  

給 与 費  

県 水 受 水 費  

特 別 損 失  

2億2,644万7千円 

2億1,105万5千円 

8,464万6千円 

5,023万円 

減 価 償 却 費  5,783万5千円 

そ の 他  1,834万4千円 

1,536万7千円 

2万5千円 

営 業 外 収 益  

営 業 外 費 用  

収 益  

医 業 収 益  

入 院 収 益  

外 来 収 益  

医 業 外 収 益  

16億9,670万6千円 

16億872万2千円 

7億6,656万円 

7億9,765万9千円 

4,450万3千円 

8,798万4千円 

費 用  

医 業 費 用  

給 与 費  

材 料 費  

医 業 外 費 用  

16億7,204万5千円 

16億6,003万1千円 

8億9,073万4千円 

5億1,878万6千円 

経 費  1億7,937万1千円 

減 価 償 却 費  6,868万6千円 

245万4千円 

1,201万4千円 

そ の 他  

研究研修費等 

施設運営事業収益 2億3,475万円 

1億9,970万7千円 

3,475万2千円 

29万1千円 

309万8千円 

介護報酬収益 

施設利用料収益 

そ の 他  

施設運営事業外収益 

施設運営事業費用 2億1,197万1千円 

収 益  2億3,784万8千円 費 用  2億2,012万8千円 

1億3,045万9千円 

1,973万9千円 
 

3,438万1千円 

2,739万2千円 

815万7千円 

給 与 費  

材 料 費  

経 費  

減価償却費など 

施設運営事業外費用 

2 億 2,804 万 9 千円 

営 業 収  益 2 億 105 万 3 千円 

1 億 8,032 万円 

1,915 万 1 千円 

158 万 2 千円 

1 億 165 万 2 千円 

  

  

  

  

利 用 収  益 

売 店 収  益 

そ の  他 

営 業 外 収  益 
( 一般会計補助金  等 ) 

営 業 費  用 2 億 4,395 万円 

1 億 145 万 3 千円 

5,317 万円 

6,524 万 7 千 円 

2,408 万円 

1,472 万 5 千円 

収  益 3 億 270 万 5 千円 費  用 2 億 5,867 万 5 千円 

  

  

  

  

給 与  費 

材 料  費 

経  費 

減 価 償 却  費 

営 業 外 費  用 

  

美榛苑事業

市立病院事業

介護老人保健施設事業

水道事業
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◆職員給与費の状況（普通会計決算）

◆人件費の状況（普通会計決算）

※　平成19年5月に本庁において企画調整部を廃止したほか、課、室の新設、統合、名称変更を行うな
ど大幅に組織の変更を行いました。また、教育委員会を菟田野地域事務所内に移転するとともに、
保育所及び子育て支援部門を教育委員会へ移管しました。
※　平成20年8月から榛原地域事務所は、総務部総務課職員が兼務しています。
※　平成21年4月から農業委員会は、専任職員を廃止し、農林商工部農林課職員が併任しています。

◆職員数の状況

～平成18年度から職員給与費を463,459千円削減～
「宇陀市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、その概要を公表します。
市では、集中改革プランや定員管理計画に基づき、給与制度の適正化や定員管理の適正化に取り組

んできました。その結果、職員給与費においては、合併初年度である平成18年度では3,662,188千円
でしたが、平成20年度では3,198,729千円となり、3年間で約463,459千円を削減しました。
これは、退職者の補充を抑制、人事院勧告による給与減額の実施、市独自の職員給与および職員手

当のカットによるものです。今後も、引き続き給与制度と定員管理の適正化に努めてまいります。

市職員の給与や職員数など人事行政の運営の状況を公表します

○普通会計とは、市の全部の会計から公営企業などの特別会計（病院、保養センター、水道、介護老
人保健施設、下水道など）を除いたものです。
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◆職員の初任給及び経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成21年4月1日現在）

◆職員の手当の状況

※地域手当とは、民間賃金の高い地域との給与水準
の調整を図るため従前の調整手当に替えて支給す
る手当をいいます。
※特殊勤務手当とは、著しく不快、不健康又は困難
な勤務に対して給与上の特別な考慮を行う為その
勤務の特殊性に応じて支給する手当をいいます。

◆特別職の報酬等の状況

◆分限処分と懲戒処分の状況（平成20年度）
※分限処分とは、心身の故障等により職務を果た
せない場合に公務能率を維持するための処分を
いいます。
※懲戒処分とは、公務員としてふさわしくない非
行があった場合に行う処分をいいます。

◆公平委員会の状況（平成20年度）

◆ホームページで詳細を公表します
市職員の給与は、「宇陀市の一般職の職員の給与に関する条例」のほか、関係条

例・規則等の規定に基づき支給しています。また、市職員の給与・定員管理等の
詳しい内容については、市のホームページで来年3月頃公表する予定です。

※職員は、給与など勤務条件に関して、公平委員会に対し、市の当
局より適当な措置をとられるよう要求することができます。また、
懲戒処分など不利益な処分を受けたときは、公平委員会に対し不服
申立てをすることができます。

Y人事課（182‐1303／IP188‐9069）
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10月23日から25日まで、榛原総合セン
ターで、7市文化スポーツ振興団主催の
「陶芸教室20周年記念作品展」が開催されま
した。
会場には、陶芸教室の生徒と当教室卒業

生で活動されている「陶遊会」会員の作品
約260点が展示され、来場者はすばらしい
作品に目を凝らし眺めていました。
開催中、陶芸体験教室や即売会が行われ、
陶芸体験教室では、顔に粘土をつけながら
作品を作っている汗まみれの子どもの姿が
印象的でした。
即売会の収益金は、出品された方々のご

厚意により、市の善意銀行に預託させてい
ただきました。

「陶芸教室20周年記念作品展」開催「市防災総合訓練」で日頃の備えを
10月25日、榛原西小学校運動場で「市防災

総合訓練」を開催、約330人が参加しました。
この訓練は、奈良県北部を震源とするマグ

ニチュード7.4の地震により、市内に被害が発
生したという想定で、各関係機関が緊密な連
携を保ちながら迅速かつ適切な防災活動が行
えるよう、また、住民のみなさんが、防災に
関する理解と認識を深めるため開催しました。
訓練では、県警ヘリコプター「あすか」に

よる上空偵察訓練、消防団・関係機関などに
よる障害物除去訓練、河川決壊対策訓練では
土のうを積み上げる訓練などを実際に行いま
した。また、自主防災組織による初期消火訓
練では、バケツリレーでの消火活動や実際に
炎を消火器で消す
など体験しました。
訓練をとおして、

改めて災害時にお
いてのあり方を再
確認できる、良い
機会となりました。

「室生区民まつり」「農山村まるごと収穫体験＆ウォーク」開催
11月8日、道の駅「宇陀路室生」隣のこもれ

び市場で室生区民まつり「まぁ～より祭
さい

」を開
催、市内外から約1,700人が集まりました。
このまつりは、「自らの地域は自らが造る」

という意識のもと、地域づくりを展開するため
「室生区地域づくり実行委員会」が主となり、
企画・広報・運営に携わり行われました。
実行委員会は、商工会・自治会・ボランティ

アサークル・国際交流や環境保全に取り組む
NPOなど33団体が協力してくれました。
特設ステージでは、室生龍穴太鼓「龍神」、

室生中学校吹奏楽部の演奏、津軽三味線の演奏、
「音楽の森ふれあい館」のピアニストによる弾
き語りが行われました。
また、会場内では地元出身の方によるピエロ

の風船プレゼント、大道芸「南京玉すだれ」が
行われ、終日多くの人で賑わいました。

観光ブースでは、年末年始に室生寺を起点に
行われる平城遷都1300年記念行事紹介など、
宇陀市をPRしました。
当日、「農山村まるごと収穫体験＆ウォーク」

も開催。参加者約200人は、近鉄三本松駅をス
タートし、安産寺を訪れた後、「にほんの里
100選」に選ばれた深野地域を中心に、静かな
秋の山里散策と森林浴を楽しみました。
また、深野地域と三本松地域で行わた大根や

サトイモなどの収穫
体験も好評でした。
参加者は、途中

「室生区民まつり」
にも参加し、イノシ
シ汁の振る舞いなど
に舌つづみを打ちま
した。



10月17日、陽光ファーム（榛原区栗谷）
で「自然体験」が行われ、約60人が参加し
ました。
子どもたちは、さつま芋やほうれん草の

収穫体験や卵取り、にわとりと触れ合うな
ど、いろいろな体験をしました。
また、昼食には自分たちで収穫した野菜

を使って料理し、みんなで楽しく食べてい
ました。
この取り組み

は、各校区で行
われている「地
域ふれあい活動
体験事業」で行
われました。

地域ふれあい活動体験事業
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受賞品目 特賞名 氏名（住所） 

　 

 

第 4 回 農 林 産 物 品 評 会 　 特 賞 受 賞 者  【 敬 称 略 】  

部　門 作　品　名 氏名（住所） 賞　名 

第 4 回 市 美 術 展 覧 会 入 賞 者  【 敬 称 略 】  

11月１日、菟田野農林センターで市における
特産品や自慢の産品を一堂に集めて、広く県内外
に推奨するため「宇陀じまん市」を開催しました。
室外会場には自慢の野菜や手作りの食べ物な

どが並んだ売店や子ども遊具、室内会場には、
丹精込めて作られたダリアや野菜、銘木などが
ずらりと並べられました。また、チャリティー
オークションや抽選会など多彩な催しに、参加
者は満喫されました。
同会場で行われた、第4回農林産物品評会の受

賞者は下表のとおりです。恒例の、農林産物即
売会の収益金24,960円は、出品された方々のご
厚意により市の善意銀行に預託させていただき
ました。

「宇陀じまん市」開催

市民シニアゴルフ大会の結果
10月28日、ムロウ36ゴルフクラブ宝池

コースで「市民シニアゴルフ大会」を開催、
50名の腕利きゴルファーたちがシニアなら
ではの熟練の技術を競い合いました。
大会の結果は次のとおりです。
○4区対抗戦（ネットスコア上位6名で決定）
優　勝 榛　原（438.8）
準優勝 菟田野（443.2）
3 位 室　生（458.6）
○ベストグロス
山元三郎さん　79（OUT39・IN40）

受賞品目 
さつまいも 
ダリア 
きゃべつ 
黒米 
キウイフルーツ 
黒豆枝豆 
りんご 
ブロッコリー 
富士柿 
アロエ 

特賞名 
宇陀市長優秀賞 
宇陀市長優秀賞 
宇陀市長優秀賞 
宇陀市長優秀賞 
宇陀市長優秀賞 
宇陀市長特別賞 
宇陀市長特別賞 
宇陀市長特別賞 
宇陀市長特別賞 
宇陀市長特別賞 

氏名（住所） 
松尾泰子（大宇陀区） 
東峯惠子（榛原区） 
森井結美（大宇陀区） 
井岡康夫（菟田野区） 
森田多重子（室生区） 
山本文子（室生区） 
栢森健治（菟田野区） 
中村光晴（菟田野区） 
金森恭博（榛原区） 
北峯忠博（室生区） 

 

【 敬 称 略 】  【入賞受賞者】 

伊那佐文化センターで10月30日～11月1日、
「市美術展覧会」を開催しました。
展覧会には、108点の力作が出品されました。
入賞者は左下表のとおりです。
同日、市文化協会主催による「文化展示会」

も開催され多数の作品が展示されました。

「市美術展覧会」開催



　　12月の保健カレンダー 

場所 室生福祉保健交流センター
対象 64歳以下の方で6回とおして参加できる方
募集人数 20人（申し込み多数の場合は、抽選）
参加費 無料
申し込み 12月25日（金）までに、室生福祉保健交
流センター（192‐5220／IP188‐9175）

◎ぬく森サロン【室生区対象】
日時 12月4日（金）・11日（金）・18日（金）

午前11時～午後3時30分
場所 室生福祉保健交流センター
対象 介護保険の認定になっていない65歳以上
の方
内容 仮装で楽しくクリスマス会
持ち物 100円くらいのクリスマスプレゼント
問い合わせ 室生福祉保健交流センター
（192‐5220／IP188‐9175）

■教室
◎シニア貯筋教室参加者募集

【大宇陀・菟田野区対象】
日時 1月20日（水）、2月3日（水）・17日（水）、3
月3日（水）・17日（水） 午後1時30分～3時30分
場所 大宇陀保健センター
対象 介護保険の認定になっていない60～70歳
代の方
参加費 無料
申し込み 平成22年1月8日（金）までに、大宇陀保
健センター（183‐2255／IP188‐9113）へ

◎いきいき運動教室参加者募集
【榛原区・室生区対象】

全6回コースの運動をしっかり学べる教室です。
日時 1月14日（水）・25日、2月8日（月）・22日
（月）、3月8日（月）・25日（木）
※いずれも午後1時30分～3時30分です。
（受付：午後1時～）

広報うだ　20

対象区 種類 実施日 対象者 場所 受付時間 

大宇陀 
菟田野 

三種混合 
（DPT） 

1日（火） 生後3カ月～90カ月未
満の児 大宇陀保健 

　　センター 
午後１時～１時50分 

榛　原 
室　生 

ＢＣＧ 　9日（水） 

生後3カ月～90カ月未
満の児 

生後3カ月～6カ月未満
の児 

三種混合 
（DPT） 16日（水） 

榛原保健 
　　センター 

■予防接種

      
乳がん検診…40歳以上の女性 
子宮頸部がん検診…20歳以上の女性 
※すでに検診の申し込みをされている方。 

通知した時間に 
お越しください。 女性のがん 

　　　　検診 
　9日（水） 
10日（木） 

榛原 
保健センター 

榛　原 
室　生 

 
対象区 検診名 実施日 対象 場所 受付時間 

■健康診査（おとな）

対象区 種　類 実施日 対象区 場　所 受付時間 

大宇陀 
菟田野 

4～5カ月児 
健康診査 

10～11カ月
児健康診査 

22日（火） 

平成21年7月～ 
　　　　　 8月生まれの児 
平成21年1月～ 
　　　　　 2月生まれの児 

菟田野 
保健センター 午後1時～1時50分 

榛　原 
室　生 

2歳児歯科 
健康診査 

2日（水） 平成19年9月～ 　　　　　11月生まれの児 

室生福祉保健 
　交流センター 

午後1時30分～ 
　　　　　2時30分 

10～11カ月
児健康診査 

10日（木） 平成21年1月～ 　　　　　　2月生まれの児 
3歳児 
健康診査 

17日（木） 平成18年5月～ 　　　　　 6月生まれの児 
4～5カ月児 
健康診査 

21日（月） 平成21年7月～ 　　　　　 8月生まれの児 

■健康診査（こども）



◎子育て支援室開放
（場所：菟田野子育て支援室）

開放日時 月・火・金曜日　午前9時～午後2時
12月12日（土）午前9時～11時30分
※12月12日は、園庭も開放します。

◎ぞうさん教室（場所：菟田野保健センター）
対象　未就園児とその保護者
開催日時 12月17日（木） 午前10時～11時
内容 「楽しいクリスマス」
申し込み 菟田野保育所まで電話で申し込みくだ
さい

◎子育て支援室開放
（場所：大宇陀幼児園　子育て支援室）

対象 市内在住の方
開放日時　12月3日（木）・16日（水）・21日（月）

午前9時30分～11時30分

◆大宇陀子育て支援室
（183‐3511／IP188‐9118）

◆菟田野子育て支援センター
（184‐3586）

◆榛原子育て支援センター（1 8 2‐
1555）／榛原北保育園（182‐1143）

◎子育て支援室開放（場所：旧伊那佐幼稚園）
対象 未就園児とその保護者
開放日時　12月3日（木） 午前9時～午後2時

◎さくらんぼひろば（場所：旧伊那佐幼稚園）
子育て中の友だちづくりをしたり、情報交換や

親子触れ合いの場として実施します。希望に応じ
て子どもの発達相談や身体測定などを行います。
（＊毎月募集します。）
対象 生後6カ月以上の未就園児とその保護者
開催日時　12月16日（水）午前10時～11時30分
定員　先着20組程度

持ち物　水筒、替えおむつ、着替え、タオル
申し込み　12月10日（木）から榛原北保育園で電
話にて受付（月～金曜日の午前9時～午後4時）
内容 「クリスマスを楽しもう」

★園庭開放（場所：榛原北保育園）
気軽に遊びに来てください（雨天中止）。
開放日時 第1土曜日　午前9時～11時30分

日時 12月8日（火）午前10時30分～3時
（受付：午前10時～10時30分）

場所 大宇陀保健センター
内容 ○講演…子どもの発達の理解と特性に応
じたかかわり方（講師：奈良教育大学教授
玉村公二彦先生） ○交流会…楽しく子育て
ができるようになるために（コーディネータ
ー　宇陀市教育委員会　指導主事　北井晴雄
先生）

対象者 乳幼児期の子どもの保護者で、子ども

の発達に悩み、不安や心配・困りごとを持つ
方。

申し込み 12月4日（金）までに、大宇陀保健セ
ンターへ申し込みください。

※新型インフルエンザ流行のため、本人又はご
家族に咳や発熱などの症状が見られる場合は出
席をご遠慮ください。

Y大宇陀保健センター
（183-2255／IP88-9113）

子どもの発達講演会＆交流会

受付時間 場所 対象者 実施日 
11月9日特定健診受診者 12月8日（火） 
11月10日特定健診受診者 12月9日（水） 

榛原保健センター 

室生福祉保健交流センター 11月16日特定健診受診者 12月14日（月） 
午前9時30分～ 

■セット健診等結果説明会（おとな）

子どもの発達について理解を深め、その特性に合ったかかわり方
を学ぶとともに、同じような不安や悩みをもつ親同士の交流会を開
催します。

21 広報うだ　2009.12



広報うだ　22

宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

慢 性 腎 臓 病 に つ い て

「肝腎要
かんじんかなめ

」の言葉どおり、肝臓と腎臓は重要
な臓器のひとつです。今回は慢性腎臓病につい
て内科　浅井先生にお話を伺いました。
○慢性腎臓病(chronic kidney disease:CKD)とは
尿検査異常または血液検査で一定以上の腎機

能異常が3カ月以上続く場合、慢性腎臓病(
chronic kidney disease : CKD)と診断されます。
慢性腎臓病患者数は1,330万人に達し、成人の8
人に1人は慢性腎臓病であり、まさに慢性腎臓病
は国民病と言えます。最近、慢性腎臓病は28万
人を超える維持透析患者の予備群であるだけで
なく、心・血管疾患(心筋梗塞・脳梗塞など)の危
険因子であることが明らかになってきました。
そのため、慢性腎臓病を早期に発見、治療する
ことで末期腎不全による透析導入や心血管疾患
の発症を防ぐことが大事だと考えられています。
○慢性腎臓病の症状と診断
慢性腎臓病では末期になるまでほとんど自覚

症状は出現しません。発見されるのも、検診で
の血液検査や尿検査で見つかることがほとんど

です。現在、透析導入の最大原因は糖尿病性腎
症であることから、糖尿病患者さんは血糖コン
トロールだけでなく尿検査（尿蛋白）にも気を
つけてください。また高血圧の患者さんでも、
長年高血圧が続くと腎臓に負担がかかり、腎機
能障害が出現してきます。
○検尿のススメ
上述した通り、慢性腎臓病が発見

されるのは検診での検尿や血液検査
がほとんどです。特に自覚症状に乏
しい早期の慢性腎臓病では検尿異常
のみが唯一の発見手段となります。
以前に検診や学校検尿で異常を指摘されたが放
置している人はもちろん、高血圧や糖尿病で病
院に通院している患者さんも定期的に検尿検査
を受けることをお勧めします。

内科　浅井 修 医師

毎週火曜日の診察です

■12月の土曜日の開院日のご案内
5日、19日を平常診察（※皮膚科、耳鼻いん
こう科、産婦人科は休診）します。
また、5日の泌尿器科は休診となります。

■新型インフルエンザ予防接種について
新型インフルエンザの予防接種

については、現在、国及び県の方
針に従い実施しております。
ワクチン接種の優先順位により

接種時期が異なりますのでホーム
ページでご確認いただくか、電話
等で直接お問い合わせください。
なお、接種は予約制となっています。ワクチ

ンの流通量に制限がありますので、お問い合わ
せの時期によっては在庫が不足している場合が
あります。ご理解とご協力をお願いいたします。
※季節性インフルエンザの予防接種については、
予約受付を終了しています。

■年末年始の休診日のご案内
12月29日（水）～1月3日（日）まで休診となります。
※休診日の救急患者の受け入れについては、必
ず事前に電話でお問い合わせください。なお、
小児科については休診中の対応はできませんの
でご了承ください。

■医療講演会を行いました
10月14日、病気の予防や治療、健康の保持に
ついてわかりやすく解説する講演会を市文化会
館かぎろひホールで開催しました。
今回は消化器科部長の城井先生から、胃潰瘍

や胃ガンの原因と言われているピロリ菌につい
ての講演が行われ、多くの
方が熱心に耳を傾けておら
れました。
市立病院では、今後も市

民の方々の健康の保持のた
め、このような講演会を開
催していく予定です。

■看護師（正職員・パート）募集
現在、地域医療の担い手となる看護

師を募集しています。
院内には保育園を設置しています。

小さいお子さんをお持ちの方もお気軽
にお問い合わせください。
募集人員 若干名
資　　格 看護師免許を有する者、または平成
22年3月までに取得見込みの者
採用時期 随時、ただし平成22年3月までに取
得見込みの方は4月以降

申込方法 履歴書と資格証明書の写しを提出
Y市立病院庶務課

■糖尿病教室のご案内　※参加費無料
12月は10日・17日・24日に行います。

【時間】午後2時～3時【場所】東館2階232号室



◆◆ 相談コーナー ◆◆
■人権相談・行政相談［予約不要・無料・秘密厳守］
〈日時・場所〉相談時間は午前9時～12時です。
◆12月2日（水） 菟田野人権交流センター
◆12月4日（金） 宇陀市役所（特設人権相談）

※午前9時～午後3時です。
◆12月9日（水） 室生地域事務所
◆12月15日（火） 大宇陀地域事務所
◆12月16日（水） 宇陀市役所
Y人権相談（人権施策課 182‐2147／IP188‐
9077）、行政相談（総務課182‐1302／IP188‐
9068）

■消費者相談窓口【無料・秘密厳守】
悪徳商法・多重債務などに関する無料相談窓口を

開設しています。気軽にお越しください。
日時 12月7日・14日・21日
（毎週月曜日　午後1時～4時　※専門相談員の都
合で中止となる場合があります。）

場所 市役所　211会議室
Y商工観光課（182‐2457／IP188‐9081）

■多重債務無料相談【予約制・秘密厳守】
日時 12月7日（月） 午後1時～4時（１人30分程）
場所 市役所　211会議室
☆詳細は、県民だより12月号をご覧ください。
Y商工観光課（182‐2457／IP188‐9081）

■税務相談センター開設【無料・要予約】
市民を対象に税理士による口答での一般的な税務

相談を行います。（主催：近畿税理士会桜井支部）
日時 12月16日（水）午後１時～4時（一人約30分
以内） ※毎月第3水曜日（2月・3月を除く）

※受付は、午後3時30分までです。
場所 市役所（213会議室）
相談内容 所得税、法人税、資産税（譲渡、相続、
贈与）、消費税に関する相談

申込先 税務課内
Y税務課（182‐1306／IP188‐9072）

■若者自立のための無料相談会【無料・要予約】
日時 12月9日（水） 午後2時～5時
（毎月第2水曜日　※専門相談員の都合で中止とな
る場合があります。）

場所 市役所　211会議室
Y若者サポートステーション神須学園（192‐5570）

■こころの悩みのご相談【要予約】
日時 12月8日（火） 午後2時～4時
場所 室生地域事務所
内容 ○不安な気分が続きよく眠れないなど心の悩
み　○家族に心の病気の方がおられ、その対応に
悩んでいる等

相談員 保健師、障害者福祉担当者
Y福祉課（182‐2236／IP188‐9080）、大宇陀保

健センター（183‐2255／IP188‐9113）、室生
福祉交流センター（192‐5220／IP188‐9175）

■ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）相談
［無料・秘密厳守］

専門の女性相談員が相談に応じます。
相談日時 12月16日（水）午後1時～4時

（1人50分・1日3人）
相談場所 予約の際にお知らせします。
相談予約 原則として、事前予約が必要（当日対応
も可能な場合あり。まずはご連絡ください。）

Y人権施策課（182‐2147／IP188‐9077）

■中南和法律相談センターから［無料・要予約］
◎相談はまず電話（10742‐22‐2035）で予約！
受付 月～金曜日
（午前9時30分～12時／午後1時～4時）

相談予約 各相談日の1週間前より受付
日時 12月18日（金） 午後1時～4時（１人30分）
場所 宇陀市役所（211会議室）
※他の相談場所（桜井、橿原、大和高田、五條など）
もご利用いただけますので、Yにご確認ください
Y奈良弁護士会・中南和法律相談センター
（10742‐22‐2035）

■住宅相談窓口［無料・要予約］
新築・リフォームなどの疑問・質問に、資格を持

った「住まいづくりアドバイザー」が相談に応じます。
日時・12月10日（木）午後1時～4時（１人45分程度）
場所・市役所（2階　211会議室）
相談内容 ○耐震診断・耐震改修等の地震に強い住
まいづくり、リフォームについてなど
申し込み 12月7日（月）までに営繕課へ（先着3名まで）
Y営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

■心配ごと相談
◆日時・場所
○12月8日（火）・22日（火）・榛原分館　○12月9
日（水）・室生地域事務所　○12月15日（火）・大宇
陀地域事務所（時間はいずれも午前9時～12時）

◆日時　月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時15分

場所 市社会福祉協議会
■弁護士による福祉専門相談［事前申込が必要］
◆日時 12月17日（木） 午前10時～12時
申込締切日 12月10日（木）※先着2件のみ
◆日時 平成22年1月20日（水） 午前10時～12時
申込締切日 1月13日（水）※先着2件のみ
※相談場所は、市社会福祉協議会です。
■精神科医による専門相談［事前申込が必要］
◆日時 12月14日（月） 午後2時～4時
場所 市社会福祉協議会
申込締切日 12月7日（月）※先着2件のみ

Y市社会福祉協議会（184‐4116）

【相談コーナー】
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【募集コーナー・みんなの掲示板】

◆◆市地域公共交通総合連携計画（案）について、
市民の皆さんのご意見を募集します◆◆

◆閲覧資料
①電子媒体での閲覧：市のホームページから
閲覧、保存、印刷ができます。
②紙による閲覧：閲覧場所　企画課及び各地
域事務所地域振興課

◆募集期間
12月1日（火）～平成21年12月14日（月）まで
◆意見を提出できる方
○市内に住所を有する方　○市内の事業所等
に通勤する方　○市内の学校に在学する方
○市に対して納税義務を有する方　○案件に
利害関係のある方

◆提出方法　意見提出用紙に、住所・氏名・連
絡先を記入して、右記のいずれかの方法で提
出してください。

※電話での意見提出はできません。
※意見提出用紙は、市のホームページからダウ

ンロードしたものを使用するか、閲覧場所に
備え付けのものを使用ください。

①持参 企画課
〈12月14日（月）午後5時15分必着〉

②郵送 〒633‐0292 榛原区下井足17‐3
宇陀市役所　総務部企画課
〈12月14日（月）当日消印有効〉

③ＦＡＸ：0745‐82‐3900 企画課宛
④電子メール メールアドレス：
kikaku@city.uda.lg.jp〈12月14日（月）必着〉
HP：http://www.city.uda.nara/jp
市地域公共交通総合連携計画（案）（PDF形
式）・意見提出用紙（WORD形式・PDF形
式）

Y市地域公共交通活性化再生協議会
（企画課内／1 82‐1362／IP5 88‐
9031／582‐3900）

当市では、地域の公共交通機関の維持・確保と住民の皆さんの利便
性を図るとともに、それぞれの地域の実情に合った効率的で持続可能
な公共交通システムを再構築することを目的として、「宇陀市地域公
共交通総合連携計画」の策定を予定しています。

■第8回地域安全餅つき大会
開催日時 12月6日（日） 午前
10時：開会、午後3時：閉会
場所 道の駅「宇陀路大宇陀阿
騎野宿」駐車場　内容　○お餅
に焼印を押し、そのお餅を来場
者に振る舞う。 ○「ダメ。ゼ
ッタイ。」餅、交通安全3色餅、
地域安全餅、暴力追放餅など、
また、薬対車・シートベルト体
験車の設置。 ○ポップコーン、
風船などの薬物乱入啓発グッズ
の配布も同時開催
Y松本方（183‐0165）

■桜井宇陀広域連合「2010年
『桜井宇陀』のカレンダー」販売
2010年「桜井宇陀」のカレン

ダー（13枚もの）を作成し、観
光資源をPRしています。ご希望

の方は申し込みください。
販売部数 200部（先着順）価
格　１部700円（送料別） 申込
方法 はがき・FAX（50744‐
44‐1445）で、桜井宇陀広域連
合（〒633‐0021 桜井市大字
倉橋2116‐2）まで〈郵便番
号・住所・氏名・電話番号・申
込部数を明記のこと〉
※代金は、カレンダー受け取り
後、同封の振込用紙で支払いく
ださい。
Y桜井宇陀広域連合事務所
（10744‐44‐1444）

■「高等工科学校生徒」募集中
資格 中卒（見込含）17歳未満の
男子　受付期間 平成22年1月8
日まで　試験日 1次：平成22年
1月23日／2次：平成22年2月7日

※詳しくは、ホームページ
（http://www.mod.go.jp/pco/nara）
をご覧ください。
Y自衛隊天理募集案内所
（10743‐63‐2540）

■フリ－スペース「飛鳥」
開催日 毎月第2・4土曜日（基本）
時間 午前10時～12時　対象
小・中学生で学校に行きにくい
子どもたち　参加費　無料　場
所 児童家庭支援センターあすか
※詳細はお問い合わせください。
Y児童家庭支援センターあすか
（10744‐44‐5800）

児童相談所全国共通ダイヤル

0570‐064‐000
◎全国共通ダイヤルに電話をかけ
ると、発信された電話の市内局番
等から当該地域を特定し、管轄す
る児童相談所に電話を転送します。
※PHSや一部のIP電話からはつながりません。
Y福祉課
（182‐2236／IP188‐9080）
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【募集コーナー】

「宇陀市地域活動支援センター　ふれんど」で
は、障がい者の人たちと一緒に簡単な作業や農業、
そして色々な会話をして楽しく過ごしていただけ
るボランティアを募集中です（短時間可）。
「市地域活動支援センター　ふれんど」は、平

成19年4月に設立された日中活動だけの障がい者
施設です。
☆毎週月～金曜日（午前9時30分～午後4時）
※土・日曜日、祝日はお休み。

Y福祉課（182‐2236／188‐9080）、宇陀市
地域活動支援センター　ふれんど（1582‐
1106）

ボランティア募集

日時　1月31日（日）受付：午前9時
場所 総合体育館
参加資格 市内在住・在勤の方
競技種目 ○小学生の部（8人引き）学年男女に関
係なくチーム構成可（引率者が必要）○一般の
部（6人引き）体重制限関係なく男女混合可 ※
個人または少数チーム参加可。
申し込み 1月22日（金）までに人
権生涯学習課へ（FAX可）

Y人権生涯学習課（184‐3473／IP188‐
9193／584‐4089）

新春綱引大会　参加者募集

平成21年度の既存木造住
宅の「耐震診断事業（無料）」
の募集期間を12月25日まで
延長します。「耐震診断」を
ご希望の方は、所定の申込
用紙に必要書類を添付して
申し込んでください。
◆既存木造住宅耐震診断（無料）◆
補助対象住宅
①建築時期…昭和56年5月31日以前に着工ま
たは完成
②構造…木造（枠組壁工法、在来軸組構法）
③階数…2階建て以下

募集戸数…9戸（先着順）
診断方法…財団法人日本建築防災協会による「木
造住宅の耐震診断と補強方法」に定める「一般
診断法」による診断

診断の内容…間取りの確認・床下や天井裏を見る
など、2時間程度の現地調査

診断者…「奈良県木造住宅耐震診断員登録者名簿」
に登録された住宅耐震診断員の派遣

必要書類　申し込みには建築年月、延床面積、構
造などを確認するため建築確認通知書若しくは
登記簿謄本などの添付が必要です。

申込期間 12月25日（金）まで
※随時募集とし定員になり次第終了します。
申込場所　営繕課（市役所2階）
Y営繕課（182‐5642／IP188‐9096）

既存木造住宅耐震診断の募集期間延長について
～あなたもお家の耐震診断を受けてみませんか？～

ミニバスケットボールの普及と少年少女の体力
向上、市内小学校の交流を目的として開催します。
日時　1月9日（土）・10日（日）

午前9時～12時
（受付：午前8時30分）

場所　大宇陀体育館
対象 市内の小学生
持ち物　体育館シューズ（上靴程度）、水筒、タ
オル、運動できる服装

申し込み　12月16日（水）までに、各小学校へ
その他 ○教室開催中に発生したケガなどは、応
急処置は行いますが、その後の責任は各自にあ
るものとします。
○2日間の参加が基本ですが、1日のみの参加
も可能です。

※詳細は、学校から配布のチラシをご覧ください。
Y人権生涯学習課（184‐3473／IP188‐
9193）、「UDA阿騎野スポーツ少年団」小松原
方（1090‐3279‐7795）

ミニバスケットボール･ウインタースクール
参加者募集

人権擁護委員を紹介します

市では、法務大臣から委嘱された17人の人
権擁護委員が活動されています。
地域住民の人権相談に応じたり、より多く

の住民に人権について関心を持ってもらえる
ように啓発活動を行っています。

（平成21年12月1日現在／順不同・敬称略）
［大宇陀区］
安達暉夫、萬世晴康、中井陽子、中谷幸千代、
泉岡参冶
［菟田野区］
葛城芳樹、清水惠美子、竹田浩人、中尾輝子
［榛原区］
西浦靖明、森岡秀伍、池田誠克、河井佳子
［室生区］
北森芳昌、野田佐十郎、松平三千代、山本博章

Y人権施策課（182‐2147／IP188‐9077）
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～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタート～
国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、

「日本年金機構」として生まれ変わります。
○現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談など
の窓口として引き続きご利用いただけます。
○日本年金機構の設立に伴い、国民
の皆様方に何らかの手続きをして
いただくことは一切ございません
ので、ご安心ください。

Y奈良社会保険事務局桜井事務所
（10744‐42‐0033）
【〒633‐8501 桜井市谷88‐1】
社会保険庁ホームページ
http://www.sia.go.jp/

(財)全日本ろうあ連盟がろう運動60年を記念し、
ろう者の状況やろう運動について描いた、感動的
なドラマ映画「ゆずり葉」が上映されます。
この事業は、ろう者についての理解・啓発・手

話の普及、親や子どもたちに夢を与え、新しい映
像文化の創造などを目的として行われます。
映画の内容は、人情あふれる東京の下町を舞台

に描かれ、手話での会話は字幕付きです。見る人
すべての心を感動で揺さぶる内容となっています。
【上映日】12月19日（土）○第1回午前10時～12時
○第2回午後2時～4時

【場所】市文化会館（大宇陀区拾生)
【上映料】大人（前売り）1,200円、（当日）1,500円
高校生以下（前売り）800円、（当日）1,000円

【チケット申込先】宇陀市聴覚障害者協会事務局
（184‐3106／ FAX 82‐2546）または福祉課
Y福祉課（182‐2236／IP188‐9080）

映 画 「 ゆ ず り 葉 」 を 上 映 し ま す

ぬく森の郷が開館10周年を迎え、
日ごろのご利用に感謝の意味を込
めまして12月12日（土）に感謝Day
を開催します。
【日時】12月12日（土） 午後1時～4時

（お風呂、喫茶は通常通り営業します）
【場所】室生福祉保健交流センターぬく森の郷
【内容】○出来たてのたこ焼きを無料でサービス
（数量に限りがあります） ○フロントロビーで、
ミニコンサート（大正琴等） ○「せんとくん」
と記念撮影（但し、カメラはご持参ください）

Y室生福祉保健交流センター
（192‐5220／IP188‐9175）
◆営業日 毎週　木・金・土曜日
◆営業時間 喫茶・午前10時30分～午後4時30分

お風呂・正午～午後7時まで
※お風呂のみ、木・金・土曜日が祝日でも営業します。

ぬく森の郷10周年感謝DAYを開催します

「第38回 かぎろひを観る会」を開催します

柿本人麻呂（万葉歌人）の歌が詠まれたとされ
る、旧暦の11月17日に「かぎろひを観る会」を
開催します。
■日時 1月1日（金）午前4時～7時
■場所 かぎろひの丘万葉公園（大宇陀区迫間）
■催し物　○中央公民館：特別公開　壁画「阿騎
野の朝」○万葉公園：葦笛と人麿の万葉浪漫（葦
笛コンサート）、万葉講話　○東屋：入賞短歌展
示・温かいおもてなし　○駐車場：阿騎野朝市、
特産品、農産物、うどん、焼き芋など
Y大宇陀観光協会事務局【商工観光課内】
（182‐2457／IP188‐9081）

次回の開催は平成22年12月22日です

「新春ご来光祭り」を開催します

【開催日】1月1日（金） 【場所】鳥見山公園
【内容】○午前3時：墨坂神社で初詣　

○午前4時：鳥見山公園へ出発（徒歩）
○午前5時30分：鳥見山公園で雑煮
（せんと鍋）等の振る舞い
○午前6時30分：本谷美加子さんの

オカリナコンサート
○午前7時頃：ご来光（以降自由解散）
【持ち物】防寒対策･懐中電灯
※会場（墨坂神社･鳥見山公園）に駐車場はあり
ませんので、車でのご来場はご遠慮ください。
ご協力をお願いします。

Y榛原観光協会　池田方（1090‐2102‐0496）

【お知らせコーナー】



◆小型特殊自動車を所有の皆様へ
乗用装置のある農耕用作業車（トラクター、コ

ンバイン、田植機等）やフォークリフト等の小型
特殊自動車は軽自動車税申告（登録）が必要です。
所有されている小型特殊自動車の軽自動車税申

告（登録）をお済ませでない場合や、新たに当該
車両を購入された際には、速やかに軽自動車税申
告（登録）の手続きをお願いします。
なお、申告（登録）手続きの詳細

につきましては、税務課までお問い
合わせください。

◆家屋を取り壊したら年内に届け出を！
家屋にかかる固定資産税は、毎年1月1日現在

の所有者に課税されます。建て替えや
老朽化などにより家屋を取り壊した場
合は、届け出をお願いします。届け出
がないと来年度も引き続き、課税され
ることになりますので、必ず年内に税
務課までご連絡ください。
Y税務課（182‐1306／IP188‐9072）

税務課からのお知らせ

◆農業委員会委員選挙人名簿に登載申請を
農業委員会選挙人名簿は、毎年1月1日現在の

有資格者を登載することになっています。
農家組合に加入している人は、農家組合長によ

り登載申請書が配布されます。それ以外の人は、
農業委員会事務局（市役所2階）または大宇陀、
菟田野、室生の各地域事務所地域振興課へ取りに
来てください。提出の方法は、提出用の封筒に入
れていただき、農家組合長にお渡しいただくか、
農業委員会事務局または各地域事務所に提出して
ください。提出の締切日は平成22年1月8日（金）
午後5時までとさせていただきます。
※提出日を過ぎたものにつきましては、選挙人登
録ができませんので、ご注意ください。
【有資格者】 市内に住所があり、平成22年3月
31日において、20歳以上で次のいずれかに該
当する人
○10アール以上の農地で、耕作を営んでいる人
○耕作を営む人の同居の親族、または同居の親
族の配偶者であって、年間60日以上耕作に
従事している人
○10アール以上の農地で、耕作業務を営む農
業生産法人の組合員、または社員

◆農業者の皆さん、未来の自分のために農業
者年金に加入しませんか
農業者年金の加入資格は、国民年金の第1号被

保険者で、年間60日以上農業に従事する、20歳
以上60歳未満の方です。
【農業者年金の特徴・メリット】
★農業者の方なら広く加入できる
★少子高齢化時代に強い積立方式
（確定拠出型年金）の年金
★保険料の額は自由（月額2万～6万7千円）に決
められる
★終身年金で80歳までの保証付き
★保険料の全額社会保険料控除など税制面の優遇
措置
★認定農業者など意欲ある担い手には保険料の国
庫補助あり

Y農業委員会（182‐5781／IP188‐9089）
農業者年金基金ホームページもご利用ください。
http://www.nounen.go.jp

農 業 委 員 会 か ら の お 知 ら せ
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市税や使用料などは、市民のみなさんの
暮らしを支える大切な財源です。しかし、
この貴重な財源である市税をはじめ国民健
康保険税、介護保険料、市営住宅の使用料
(家賃)などの滞納が年々増加しています。
このため、市では、財源の確保と期限内に納付し
た人との公平性を保つため、12月を「徴収強化月
間」に設定し、市をあげて、より一層の滞納整理に
取り組んでいきます。
市から再三にわたる納付の督促や催告に応じず、

全く納付する意思がない人などは、給与、預貯金、
自動車、不動産等の差し押さえなど、法的措置を含
めた滞納処分を受けることになります。
市税などは、納付期限までに必ず納めましょう。

また失業や病気などで期限内に納付が困難となった
場合には、各担当課にご相談ください。
Y徴収対策課（182‐3643／IP188‐9085）

12月は「徴収強化月間」
市税などは期限までに必ず納めましょう

公園の水飲み場を閉栓します

凍結防止のため、次の期間、市内に
ある公園の水飲み場を閉栓します。
（トイレは使用可能です）
■閉栓期間 12月～平成22年3月末
Y公園課（182‐3674／IP188‐9093）

室生山上公園芸術の森は、次の期間、冬季休園
させていただきます。
3月1日より開園します。皆様

のご来園をお待ちしています。
【冬季休園期間】
12月29日（火）～平成21年2月28日（日）
Y企画課（182‐1362／IP188‐9074）、室生
山上公園芸術の森（193‐4730／IP188‐9199）

室生山上公園芸術の森休園のお知らせ

【お知らせコーナー】



■干支「寅
とら

」にちなんだ手作
り作品募集
2010年は「寅」の年です。
「寅」をあしらっ
た手芸品、小間も
の、陶芸など手作
りの作品を募集し
ます。
また、新しい年のユニークな年

賀状なども展示します。皆さまの
出展をお待ちしています。
【展示期間】平成22年1月9日（土）
～2月21日（日）まで

【作品搬入】12月12日（土）～
平成22年1月15日（金）まで

◆楽しむアート特別講座
教室名 アーティスト 開催日・時間 

のんき窯（陶芸教室） 阿賀谷　敏雄 
5日(午前10時～) 
  13日(午後1時～)

メルヘン工房　竹の世界 
（竹による造形） 峙　博恭 

2日、16日 
(午前9時30分～)

ゴローの自然創作教室 
（ダンボールクラフト教室） 汾陽　次夫 

9日  
(午後1時30分～） 

アトリエ楽我鬼 
（一閑張り） 宮戸　弘 12日 （午前10時～） 
山 里 染 工 房  
（カルカヤ染） 

室生染めグル
ープ 

5日・20日 
(午後1時30分～)

きりえ空間（切り絵教室） 江本　幸雄 5日 (午後1時30分～)

アトリエ 童（リコーダ
ーアンサンブルを楽しもう） 池本　達哉 

夢楽々工房（古布を
使った手芸、ケナフ
で和紙作り） 

田中　夢見 
三毛　槙栄 

7日・14日 
(午後1時30分～)

受講料 

700円 

1,500円 

1,500円 

500円 

2,000円 

700円 

1,000円 
～ 

1,000円 

12日(午前10時～、 
午後1時30分～)

※要予約 

 

（財）宇陀市文化スポーツ振興団 大宇陀区拾生871（183‐0977）
12月の休館日 : 1･8･15･22･23･

28～31日

講　　座　　名 
リズムで楽しく3B体操 
書道教室 
ステンドグラス講座 
和文化きもの講座 
初歩の茶道教室 
謡曲教室 

講　　師 
的場　保子 
池田　幸子 
山本　美智子 
堀口　育子 
大林　弘子 
峯林　清實 

開催日 
9･23日 
15日 
14日 
5･19日 
7･14･21日 
4･18日 

花を楽しむ会 北村　清嗣 23日 
健康家庭料理教室 勘野　康子 12･16日 
特別体験エステ教室 金澤　ヨシ子 1日 
アートフラワー　ろうの花 
アトリエ　M 辰巳　町子 8日 

毎月アーティストによる楽しい講座を開催して
います。12月の講座は、次のとおりですので、ぜ
ひご参加ください。
◆山の芸術学校常設教室

※上記の講座以外にも毎日教室
（アトリエ･ギャラリーの見学･
体験等）を行っています。

※いずれの講座も、材料代などの
参加費が必要です。
※講師の都合等により日時は変更
される場合があります。開催時
間など、詳しくはお問い合わせ
ください。
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◎年末年始休館日のご案内
12月28日（月）から翌年1月5日

（火）の間、休館します。
ご了承ください。

室生区下田口1112（193－4400）
開館時間　午前9時～午後5時
休館日　毎週木曜日・年末年始

12月のかぎろひホール催し（11月6日現在） 
日 曜 催 し 物 案 内  主 催 者  時 間 対 象

  

 

午後1時～4時 

平和ピアノ実行委員会 
宇陀市教職員組合 

被爆ピアノによる
「平和ピアノコンサート」 4 金 

 6 日 

一 般
（無料）

 13 日 

 19 土 

一 般
（無料）

一 般
（無料）

一 般
（有料）

①午前10時～ 
②午後2時～ 

午後1時30分～4時 

午後7時～8時30分 

第5回宇陀・阿騎野
俳 句 大 会  
第3回宇陀市
健 康 講 演 会  
映画「ゆずり
葉 」 上 映 会  

宇陀・阿騎野俳句
大会実行委員会 
宇 陀 市  
宇陀市国民健康保険 
（社）奈良県聴覚障害者協会 
宇 陀 市 聴 覚 障 害 者 協 会  

年末年始の休館日のお知らせ
12月26日（土）～1月10日（日）

■文化会館「文化教室受講生」作品展
文化会館で開催している陶芸教室・絵手紙教室の受講生による

作品展を開催しています。皆さまのご鑑賞をお待ちしています。
【展示期間】～12月19日（土）まで

★桂ざこば独演会を開催します
開催日　平成22年3月7日（日）
前売券発売　12月12日（土）～
◎詳しくは、今月号の折り込みチラシをご覧ください。

【お知らせコーナー】



室生区上笠間444－1（1/597－2215）

開館時間　午前11時～午後4時

休館日　毎週日曜日・月曜日・火曜日・年末年始

水 木 金 土 
  

10 11 129

 

1716 18 19

23 24 25

歌・トーク：荒井敦子
ピアノ：大山理保 

電子オルガン 
（西川由美子） 

26

※木曜日は 参加費300円（お茶・お菓子代）が必要です。 

電子オルガン 
（西川由美子） 

ピアノ 
（大山理保） 

 

ピアノ 
（福家明世） 

2

フォークソング 
（ケセラ） 

歌・トーク：荒井敦子
ピアノ：福家明世 

3 4 5

歌・トーク：荒井敦子
ピアノ：大山理保 

ピアノ 
（福家明世） 

民謡 
（勝山好弘） 

ピアノ 
（大山理保） 

ピアノ 
（福家明世） 

歌・トーク：荒井敦子
ピアノ：大山理保 

電子オルガン 
（西川由美子） 

民謡 
（勝山好弘） 

※都合により変更する場合があります。 

Y音楽の森ふれあい館または、企画課（182-
1362／IP188‐9074／582-3900）
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年末年始の休館日のお知らせ
12月27日（日）～1月5日（火）

■大宇陀図書館だより
【開館時間　午前9時～12時、午後1時～5時】
※新型インフルエンザの流行に伴い、予定してお
りましたすべての行事を中止いたします。
ご理解とご協力をお願いいたします。

Y大宇陀図書館（183‐0977）
【12月の休館日:1･8･15･22･23･28～31日】

■中央図書館だより
【開館時間　午前9時30分～午後5時】

※新型インフルエンザの流行に伴い、予定してお
りましたすべての行事を中止いたします。
ご理解とご協力をお願いいたします。

◎図書館では学級閉鎖・休校などで、自宅でいる
機会の多くなった子どもたちのために、「こども
たちにオススメの本」のリストをお渡ししており
ます。読む機会の少なかった本をじっくり読んで
みてはいかがですか？　現在、一般書のコーナー
では、“笑”をテーマに思わず笑いがこぼれてし
まう小説・エッセーの特集をしています。
★お願い★
最近、本の汚れ・破損等が目立っています。補

修処理は行っておりますが、お気付きの本があり
ましたら、カウンターまでお知らせください。
（補修はこちらでいたしますので、そのままの状
態でお持ちください。
「図書館の本はみなさんのものです。」他の方

にも気持ちよく読んでいただけますよう、皆さん
のご協力よろしくお願いいたします。
Y中央図書館（182‐4749／IP188‐9110）
【12月の休館日：7･14･21･23･28～31日】

【郷土史料】■奈良大和路の年中行事（中央図書館所蔵）
著　田中　眞人
奈良の人々によって連綿と引き継が

れてきた無形の文化財、民俗行事。東
大寺修二会お水取り、春日若宮おん祭
り、ちゃんちゃん祭りなど、100以上
の年中行事を豊富な写真とともに紹介。

★ 話　題　の　新　刊　図　書 ★

【紙芝居】■あかちゃんがあっあっあ（中央図書館所蔵）
脚本・絵　とよた　かずひこ

「あっあ、あっあ」あかちゃんが
消防自動車をゆびさして中に乗っち
ゃった！あかちゃんどこいくの？
子どもたちの興味のある「のりもの」
を取りあげ、短くリズミカルな「こ
とば」でわかりやすく描く。

■昼下がりのミニコンサート
自然に囲まれたホールの中での演奏を、皆さん

ぜひお楽しみください。
午後2時～3時　
右表参照

◎12月10日（木）、24日（木）は、
むろうコーラスの練習のため
午後3時～4時です。

内容

開催時間

■12月の「 森の音楽喫茶 」
季節感たっぷりの演奏と、地元の

採れたての食材を使用した手作りの
朝食を、お楽しみいただけます。

12月5日（土）
午前10時30分～12時
1,000円（朝食付）※50食限り、要予約
歌：荒井 敦子、室生どんぐり児童合唱団、
村尾　藍

ピアノ演奏：大山 理保、福家明世

出演

参加費

日時

【お知らせコーナー】

こまどりケーブルに関するお問い合わせは
70120‐667‐740

までご連絡ください

★ヌルヌルした温泉が特徴 ★観光の拠点に最適！

保養センター美榛苑
宇陀市榛原区福地255
（10745‐82‐1126）
【携帯】http ://www.onsen-
navi.net/qr-site/1000646.shtml
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窓 口 業 務 ご 案 内 

※住民基本台帳ネットワークシステム関 
連業務（住基カード・広域交付の住民票 
の発行）は行うことができません。 

　宇陀市役所では、毎月第2・4土曜日 
（午前8時30分～正午）、市民課で住民 
票、印鑑証明、戸籍謄抄本等の証明発行 
業務を行っています。（税関係を除く） 
12月は12日と26日です。 

の  
 

12 月25 日（金）です。 
税金は納期限内に納めましょう。 
※納付、口座振替に関するお問い合 
　わせは税務課（182-1306 ／ IP 
  188-9072）へ 

国民健康保険税（第6期）の納期限は 
 

固定資産税（第3期）及び 　市善意銀行に次の方から預託いた 
だきました。厚くお礼申し上げます。 
 

 
●  小泉　榮 ……  1,000円   

 
●  今泉　のり子 ……  16,840円   

 
●（財）宇陀市文化スポーツ振興団 
 陶芸教室「陶遊会」 …  41,680円   

動物愛護センターの犬・猫などの捕獲
及び引き取り業務について
【年内の捕獲】12月18日（金）まで
【年内の引き取り】12月22日（火）まで
【翌年の業務開始】1月5日（火）から
【捕獲等休止期間】12月19日（土）～1月4日（月）
※捕獲等休止期間中は、捕獲
箱の利用ができません。
皆さんのご協力をお願いし
ます。

Y環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

護 美 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

■生ごみ、不燃性ごみ収集業務
【年末】12月28日（月曜日）まで通常どおり
【年始】1月4日（月曜日）から通常どおり
◎年末特別収集 12月29日（火曜日）
（あかね台、高萩台、榛見が丘、天満台東、白
樺台、萩乃里、グリーンスクエア榛原、玉立、
小鹿野、柳、角柄、大王、伊那佐）地区の年末
生ごみ収集を行います。
■ごみの持ち込み受付
○12月29日（火）午前8時30分～12時まで

午後1時～4時30分まで
○12月30日（水）午前8時30分～12時まで
※持ち込みされる場合は、必ず分別して指定袋に
入れ、粗大ごみは粗大シールを貼って持ち込ん
でください。
■その他
◎1月1日（金）に金属類及びビン類の収集該当
の地域は1月6日（水）振替収集します。

Y護美センター（182‐6521）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

宇陀クリーンセンターからのお知らせ

■生ごみ収集業務
【年末】12月29日（火）まで通常どおり
【年始】1月4日(月)から通常どおり
■ごみの持ち込み受付
○12月30日（水）午前9時～12時まで

Y宇陀クリーンセンター（183‐2296）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

東宇陀クリーンセンターからのお知らせ

■生ごみ収集業務
【年末】12月29日（火）まで通常どおり
【年始】1月4日(月)から通常どおり
■ごみの持ち込み受付
○12月30日（水）午前9時～12時まで

Y東宇陀クリーンセンター（192‐2444）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

し 尿 収 集 の お 知 ら せ

■し尿収集の電話受付
【年末】12月24日（木）で受付終了
【年始】1月4日(月)から受付開始
■し尿収集の業務
【年末】12月29日（火）で搬入終了
【年始】1月12日(火)から搬入開始
Y大宇陀区・菟田野区・榛原区の方は宇陀衛生
一部事務組合（184‐2337）へ、室生区の方は
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）へ

宇陀市室内温水プールは、11月より給湯設備や屋上防水などの改修工事を行っています。改修工事中、
次の期間を臨時休業させていただきます。また当施設駐車場の一部を工事車両が使用します。
施設ご利用の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご了承いただきますようお願いします。
また、臨時休業期間が終了しましても、外部の工事などは引き続き実施させていただきます。
詳しくは（財）市文化スポーツ振興団までお問い合わせください。

【臨時休業期間】12月26日（土）～平成22年2月3日（水）※年末年始の休業日を含みます
Y（財）市文化スポーツ振興団（182‐0511）または企画課（182‐1362／IP188‐9074）

宇 陀 市 室 内 温 水 プ ー ル を 臨 時 休 業 い た し ま す

【お知らせコーナー】
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12月29日から翌年1月3日まで、市の業務は休業となります。
ただし、次の業務は異なりますのでご注意ください。（■は休館日です。）

市文化会館 

大宇陀図書館 

まちづくりセンター 

大宇陀体育館 

大宇陀ふれあい交流ドーム 

大宇陀運動場 

大宇陀テニス場 

菟田野分館 

菟田野農林センター 

菟田野運動場 

芳野体育館 

宇賀志体育館 

菟田野ゲートボール場 

美榛苑 （宿泊・お風呂） 

室内温水プール 

グリーンテニスコート 

総合体育館･運動場 

25 26 27 28

金 

29

土 

30

日 

31

月 

1

火 

2

水 

3

木 

4

金 

5

土 

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

榛原総合センター 

たかぎふるさと館 

伊那佐文化センター 

市立中央図書館 

平成榛原子供のもり公園 

高萩台自転車駐車場 

室生分館 

市立歯科診療所 

国民健康保険直営田口診療所 

国民健康保険直営東里診療所 

ぬく森の郷（喫茶） 

ぬく森の郷（浴場） 

ふるさと元気村 

やまなみドーム 

音楽の森ふれあい館 

農林トレーニングセンター 

榛原分館 

大和富士ホール 

榛原ゲートボール場 

榛原体育センター 

市中央公民館（大宇陀分館） 

大宇陀人権交流センター浴室 

薬の館 12/15～翌年1/15

榛原運動場 

内牧運動場 

室生運動場 

室生テニス場 

日 月 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 

美榛苑 （レストラン・売店） 

美榛苑 （宴会） 

12/26～翌年2/3

農林会館 

室生オートキャンプ場 

12/27～翌年1/6

12/1～翌年3/31

火 火 

12/27～翌年1/6

12/26～翌年1/10

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 525 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

次の期間を運休しますので、ご了承ください。

市 営 有 償 バ ス 運 休 の お 知 ら せ

保養センター美榛苑からのお知らせ

美榛苑は、12月26日（土）から30日（水）まで、
施設点検・修繕等のため臨時休館しますが、年末
年始は次のとおり営業しますので、ぜひお越しく
ださい。
【宿泊・日帰り入浴】12月31日（木）から
【レストラン・売店】1月1日（金）から
【宴会】1月2日（土）から
★正月イベント「室生の獅子舞」★
1月2日（土）午後3時30分から
※12月31日～1月3日の期間は、正月特別営業とな
り、割引入浴はできませんのでご了承ください。
Y美榛苑（182‐1126／182‐5611）

Y企画課（182-1362／IP188‐9074）

路　線　名 年 末 年 始 の 運 休  

大宇陀南部線 

榛原大野線 
室生南部線 
室生北部線 

12月29日（火）～1月3日（日） 

年末年始の公共施設予約システム
停止について
公共施設予約システムは、次の期間中、空き状

況の照会のみとなり、仮予約をすることはできま
せん。
【停止期間】12月29日（火）～1月3日（日）
※年始は1月4日（月）午前9時から仮予約をするこ
とができます。

Y秘書広報情報課（182‐3912／IP188‐9083）

献 血 に ご 協 力 を く だ さ い
【日時・場所】12月5日（土）
◎菟田野地域事務所（午前10時～11時30分）
◎大宇陀地域事務所（午後1時～3時）

Y健康増進課（182‐3692／182‐9087）

【お知らせコーナー】
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債務整理　過払請求　自己破産　個人民事再生 
相続　贈与　遺言　裁判　会社登記　成年後見 

五味司法書士事務所 
  司法書士  五味 愛直 

　　　（簡裁代理認定No.115031） 

桜井市朝倉台西8丁目108‐71 

10744‐46‐3951
  http://www.eonet.ne.jp/̃momo0187

　お気軽に 
　  ご相談ください 
誠実な対応で 
　お役に立ちます 

平 成 2 2 年 「 成 人 式 」 の ご 案 内
宇陀市成人式を、1月11日（月）

成人の日に開催します。
【会場】市文化会館（大宇陀区拾生）
【日程】受付：午前9時～10時　
式典・記念行事・写真撮影：午前10時～12時30分
【対象】平成元年4月2日～平成2年4月1日生まれ
※転出や転入された方で、「成人式」に参加を
希望される場合は、12月18日（金）までにご連
絡ください。

Y人権生涯学習課（184‐3473／IP188‐
9193／ FAX 84‐4089）

松本料理長、 
特製の鍋料理・御膳料理を 
ご用意しております。 

 忘年会・新年会も好評予約受付中！ 
（日曜・祝日不可・送迎等要相談） 

　＊詳しくは「おときや」まで、お問い合わせください！ 

選挙管理委員会において、任期満了による市長
選挙（平成22年2月11日任期満了）と任期満了
による市議会議員選挙（平成22
年4月30日任期満了）を、次の
とおり同時に行うことに決定し
ましたのでお知らせします。
◆宇陀市長選挙及び宇陀市議会
議員選挙（同時選挙）

【告示日】平成22年3月21日（日）
【投票日】平成22年3月28日（日）
※立候補予定者事前説明会の日程は、1月1日号
の広報でお知らせします。

Y選挙管理委員会事務局【総務課内】
（182‐1302／IP188‐9068）

宇陀市長選挙及び宇陀市議会議員選挙
の選挙期日が決まりました

＜同時選挙について＞
通常、任期満了による市長選挙又は市議会議

員選挙はそれぞれ任期満了日前30日以内に行わ
れますが、今回は、選挙期日の特例により、『投
票率の向上、有権者の利便の向上、選挙経費の
節減』の観点から同時選挙を行うことに決まり
ました。
市長の任期満了後、選挙が行われるまでの期

間は、一時的に市長が不在となりますので、職
務代理者が市長の職務を行うことになります。
なお、新たに選挙される市長の任期は、選挙

された日から4年間、また、新たに選挙される市
議会議員の任期は5月1日から4年間となります。

食べ過ぎたり、運動不足は体に悪いと思ってい
ても、なかなか毎日の習慣は変えられないもので
す。生活習慣を見直し、健康づくりをがんばって
いる市民の皆様にその体験を話していただきます。
【日時】12月13日(日) 午後1時30分～4時
(受付午後1時～) ※参加無料

【場所】市文化会館（大宇陀区拾生)
【内容】◆健康劇「うだ体操でポッコリ対策！」

劇団　円(まどか)
◆あなたもできるうだ体操紹介
指導：健康運動指導士　井上 明美氏
◆パネルディスカッション
～わがまち　わたしの　健康づくり～

（パネラー）田河 浩三氏、山下 美也子氏、
武川 怜子氏

（アドバイザー）熊田内科クリニック 熊田 光雄先生
＊会場ロビーで骨密度測定を行います
＊先着200名様に「1日分の新鮮野菜」進呈
＊新型インフルエンザ流行のため、せき、発熱、
体調不良の方のご参加はご遠慮ください。
◎講演会参加のお申し込みは不要です。
Y健康増進課（182‐3692／IP188‐9087）
大宇陀保健センター（183‐2255／IP188‐

9113）、室生福祉保健交流センター（192‐
5220／IP188‐9175）

第3回宇陀市健康講演会「わがまち
わたしの健康づくり」を開催します

子育て応援特別手当は、国の閣議決定におきま
して、その趣旨を活かしつつ、より充実した新し
い「こども手当」の創設など、子育て支援策を強
力に推進するため、執行停止となりました。
当市におきましても、平成21年度中の執行に

向けて事務作業を進めておりましたが、国の決定
を受けて停止することとしました。
支給対象者の皆様をはじめ、関係の方々にご迷

惑をおかけいたしましたことを心よりお詫び申し
上げます。
なお、新しく予定されております

「こども手当」につきましては、決
定次第、広報等で周知いたします。
Y福祉課（182‐2236／IP188‐9080）

子育て応援特別手当（平成21年度版）
の執行停止について

【お知らせコーナー】



平成21年12月末 

安心の純国産畳表 

厚生労働大臣認定 一 級 技 能  士 

吉岡豊司・吉岡逸人 

宇陀市大宇陀区上茶２ ０ ９ ２番地 
（宇陀市松山重伝建地区） 

日曜・祝日も営業致しております 

各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 

　ＦＡＸ　０７４３‐８２‐１６０２　 

【お知らせコーナー】
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 1　日　～　31　日 

宇陀市ホットニュース 
まちの話題　A
お天気カメラ 
お知らせ（静止画） 

 宇陀市ホットニュース 
まちの話題　B

 
お天気カメラ 
お知らせ（静止画） 
宇陀市ホットニュース 
まちの話題　A 
サイエンスチャンネルB
いきいきエアロビクス 
お知らせ（静止画） 
 
サイエンスチャンネルA
お知らせ（静止画） 

 
 
宇陀市ホットニュース 
まちの話題　A
サイエンスチャンネルB 
お知らせ（静止画） 

 

宇陀市ホットニュース 
まちの話題　B
お知らせ（静止画） 

 

 

 

サイエンスチャンネルA 
お知らせ（静止画） 

  

 時 

11CH
アナログ 

お手軽ストレッチ体操 
お知らせ（静止画） 

はつらつ筋力アップ体操 
お知らせ（静止画） 

Y秘書広報情報課（182‐3912／IP188‐9083）
自主放送スタジオ（182‐2497）

毎月1日と16日に内容が更新されます

（12月番組表） 1日～15日  1 6日～31日  

ホットニュース   宇陀市選奨式 他 ふれあい講演会 他 

まちの話題 
A：阿騎野新鮮野菜直売所・収穫祭 他 
B：室生ダムサイトのごみをひらおう 他 

サイエンス 

A：ザ・メイキング 
　画鋲ができるまで 
A：メンデレ－エフの奇妙な棚 
　元素を照らす光 
B：アスリート解体新書 
　 自転車競技 

A：第4回芸能発表会 他 
B：平城遷都1300年記念行事紹介 他 
A：ザ・メイキング 
　漆の器ができるまで 
A：メンデレ－エフの奇妙な棚 
　塩を生むもの 
B：アスリート解体新書 
　　ハンドボール 

　が　びょう うるし うつわ 

◎問い合わせ電話番号について
市内には、市外局番が0743の地域と0745の地

域があります。
※問い合わせ電話番号の市外局番が表記されてい
ない場合は、市外局番0743の地域の方は、市外
局番0745をつける必要があります。

※番組表はすべて開始時間です。放送内容によって終了時間が早くな
る場合があります。また、番組内容及び放送時間は予告なく変更され
る場合があります。ご了承ください。

12月は議会の定例会初日と一般質問の模様を生中継で放送します。
議会が行われる日は、予定の番組を中止して議会中継を放送しますの

で、ご了承ください。
放送日については、宇陀市ホームペ

ージにて議会日程をご確認いただく
か、自主放送のお知らせ（静止画）で
もご案内いたします。
◎詳細は議会事務局（182‐5771/IP188‐9082）へお問い合わせ
ください。

市 場 公 募 債 を 発 行 し ま す

宇陀市立病院に医療機器を導入するための資金を調達するため、市民
の方を対象とした市場公募債を発行します。
市場公募債の発行は3月中旬で、2月中旬に申し込みを受付します。
発行内容や申込方法などの詳細は広報うだ1月号をご覧ください。

Y財政課（182‐1305／IP188‐9071）
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 課　名 IP電話 ダイヤルイン  課　名 IP電話 ダイヤルイン 施　設　名 IP電話 ダイヤルイン 

議会事務局 88-9082 82-5771 88-9067
秘書広報情報課 88-9083 82-3912 88-9104
企画課 88-9074 82-1362
人事課 88-9069 82-1303
総務課 88-9068 82-1302
危機管理課 88-9070 82-1304
管財課 88-9084 82-3632
財政課 88-9071 82-1305
徴収対策課 88-9085 82-3643
税務課 88-9072 82-1306
人権施策課 88-9077 82-2147
市民課 88-9076 82-2143
保険年金課  82-367288-9086
環境対策課 88-9078 82-2202
健康増進課 88-9087 82-3692

厚生保護課 88-9079 82-2221
福祉課 88-9080 82-2236
長寿介護課 88-9088 82-3675
農林課（農業委員会） 88-9090 82-3679
商工観光課 88-9081 82-2457
地籍調査課 88-9091 82-5608
都市計画課 88-9092 82-5624
公園課 88-9093 82-3674
下水道課 88-9094 82-5627
建設課 88-9095 82-5638
営繕課 88-9096 82-5642
監理課 88-9097 82-5658
出納室 88-9098 82-5673
榛原地域事務所 88-9099 82-1301

大宇陀地域振興課 88-9114
大宇陀地域市民課 88-9195
菟田野地域振興課 88-9187
菟田野地域市民課 88-9188
室生地域振興課 88-9181
室生地域市民課 88-9182

教育総務課 88-9191 84-3471
学校教育課 88-9192 84-3472
人権生涯学習課 88-9193 84-3473
文化財保存課 88-9108 87-2274

水道局 

【市役所】 【公共施設】 

【地域事務所】 

【教育委員会】 

大宇陀地域 
事務所 

菟田野地域 
事務所 

室生地域 
事務所 

83-2251

84-2521

92-2001

82-2185
夜間緊急時は 
こちらを利用 

 

 

■広報うだ設置場所 
◎道の駅宇陀路大宇陀 
◎市文化会館 
　（火曜日、祝日） 
◎菟田野人権交流センター 
　（日曜日、祝日） 
◎菟田野分館（月曜日、祝日） 

◎大和富士ホール（月曜日・祝日） 
◎市立中央図書館（月曜日・祝日） 
◎伊那佐文化センター（月曜日） 
◎農林会館 
　（水曜日、第２・４火曜日、祝日） 
◎たかぎふるさと館　 
   （月曜日、第１・３火曜日、祝日） 

 
◎自主放送スタジオ（旧ふれｉギャラリー） 
　　　　　　　　（土・日曜日、祝日) 
◎室生ぬく森の郷（土・日曜日、祝日） 
◎市役所［１階ふるさとテラス］ 
◎各地域事務所 
　市役所・地域事務所は土・日曜日、祝日でも可。   
　　　　　　※（　）内は休館日です。 

 

■公共施設IP電話番号・ダイヤルイン番号 

市のイメージを創出し、市民の郷土
愛の醸成を図るため、市歌を制定しま
した。
この歌は、宇陀市にふさわしい歌詞

のキーワード、フレーズを市民から募
集、東

あずま

祥高
よしたか

さん（宇陀市出身の音楽家）
に作詞、作曲していただきました。
応募いただいた市民の皆さんでレコ

ーディングいただき、現在ＣＤを製作
中です。
また、市のホームページで、楽譜や

歌詞がダウンロード、試聴いただくこ
とができます。

宇陀市選奨式で市歌の舞台発表をする
東祥高さんと市民コーラスの皆さん

宇陀市歌「うるわしの里　宇陀のまち」が完成

〈繰返し〉


